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（
肱
ご

平
安
朝
に
於
て
は
、
入
府
八
家
に
よ
っ
て
經
仙
〈
儀
軌
と
共
に
多
数
の
佛
教
岡
像
が
請
來
せ
ら
れ
た
の
を
姑
め
と
し
て
、
大
陸
か
ら
經
軌

（
姓
一
己

並
び
に
岡
像
の
移
入
せ
ら
れ
た
も
の
が
僅
少
で
な
か
っ
た
。
そ
れ
等
が
仲
湫
の
間
に
渦
自
の
發
展
を
な
す
と
共
に
、
こ
上
に
諸
尊
法
並
び

〆

に
諦
坤
の
形
像
に
。
つ
い
て
こ
れ
を
類
集
せ
ん
と
す
る
機
運
の
生
じ
來
た
っ
た
こ
と
も
當
然
で
あ
っ
た
。
藤
脈
時
代
以
降
．
組
織
的
に
こ
の

企
岡
を
遂
行
し
た
代
表
的
な
も
の
に
、
、
氷
嚴
若
く
は
悪
什
の
「
岡
像
妙
」
（
別
名
「
尊
容
妙
」
又
位
「
十
巻
抄
」
）
、
常
喜
院
心
提
の
「
別
尊

雑
紀
」
、
棚
修
寺
尭
岬
の
「
百
巻
妙
」
（
一
‐
覺
岬
妙
」
）
，
小
川
僧
正
永
瀝
の
「
阿
娑
縛
妙
」
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
等
の
中
に
あ
っ
て
も
岡
像
妙
は
先
駆
的
な
試
み
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
諦
尊
法
並
び
に
諸
經
法
に
つ
い
て
諦
蹴
の
梵
號
、
密
號
、

祁
子
、
三
形
、
逝
場
槻
、
印
及
び
眞
・
一
両
を
類
集
し
、
蒲
尊
の
形
像
及
び
愛
茶
雑
を
間
出
し
て
ゐ
る
・
併
し
、
古
來
そ
の
著
者
に
つ
い
て
は
、

■
』

〆

母

帆

↑

」

、
卜
に
◆
“
“
ノ

保
存
院
半
等
房
氷
厳
（
承
保
一
革
皇
紀
一
七
一
一
五
ｌ
仁
平
元
年
皇
紀
一
八
二
）
と
な
す
も
の
、
或
は
信
湛
阿
州
梨
勝
定
脇
忠
仙
（
寂
年

可
一

未
詳
）
と
な
す
も
の
、
或
は
ま
た
雨
者
の
共
著
と
な
す
も
の
等
、
蒲
説
あ
っ
て
今
日
未
だ
確
読
を
見
な
い
。
・

・
◆

誰
一
入
噛
八
家
の
諦
來
せ
る
經
帆
並
び
に
岡
像
に
つ
い
て
は
、
諸
家
の
諦
來
何
録
（
大
Ｈ
本
佛
教
全
書
二
、
佛
教
響
繩
目
鋒
第
二
）
並
び
に
安
然
撰

「
諸
阿
閃
梨
侭
蓋
糯
致
郁
知
惣
錐
」
二
催
（
Ｍ
卜
也
を
表
照
、
特
に
安
然
の
巻
下
諸
岡
像
部
第
二
十
。
八
家
荊
來
の
諸
岡
像
が
、
こ
の
上
表
の
諸
目
録

以
外
に
、
所
州
「
録
外
」
の
も
の
を
多
数
に
含
ん
で
ゐ
た
こ
と
は
喬
ふ
ま
で
的
な
い
。

「
岡
像
妙
」
の
細
纂
遡
椎
に
つ
い
て
一
四
五

蛤

の



『
Ｉ

ノ

P

（
姓
四
）

古
目
録
を
み
る
に
、
「
諸
宗
章
疏
鋒
」
巻
三
に
は

’
○
保
壽
院
法
印
永
嚴
織
嵯
蜂
毎
一

要
尊
法
一
巻
李
等
妙
こ
巻

圃
傑
鎗
坐
撫
叫
録
一

○
悪
什

、
、
、
亦
云
二
圖
像
紗
司
亦
一
雪

，
奪
容
妙
十
巻
十
巻
妙
毛
出
二
顯
誰
鋒

立
印
帆
妙
出
一
池
要
妙
一
勝
語
集
二
巻

撫
驚
恵
蝶
協
三
巻
。
鑿
製
耀
懸
囎
饗
餓
謹
蹴

と
あ
っ
て
，
永
厳
に
圃
像
集
、
悪
什
に
奪
容
妙
（
叉
は
間
像
紗
，
十
巻
紗
）
の
箸
の
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
「
本
朝
台
組
撰

一
四
六

註
二
八
家
捕
來
以
後
の
岡
候
の
移
入
に
つ
い
て
は
、
小
野
玄
妙
博
士
屑
末
五
代
越
宋
時
代
の
伽
教
識
ｌ
特
に
我
が
藤
原
時
代
に
終
け
る
新
渡
の

岡
候
に
つ
い
て
ｌ
」
（
國
華
五
一
三
Ｉ
喜
一
九
雛
。
同
博
士
箸
「
佛
教
の
美
術
と
朧
史
」
再
録
）
参
照
。

註
三
永
雌
の
仰
記
に
つ
い
て
は
、
「
諸
門
跡
諮
」
（
群
称
獅
從
鋪
四
艸
巻
六
十
己
、
「
血
脈
類
集
記
」
第
四
巻
寛
助
付
法
の
條
及
び
第
五
巻
永
厳
の
條

（
坑
言
宗
全
響
第
三
十
九
巻
頁
八
九
及
び
頁
一
○
八
）
、
「
野
津
血
脈
集
」
第
三
懇
寛
助
付
法
の
條
（
眞
言
宗
全
書
第
三
十
九
巻
頁
二
二
）
、
及
び

「
僧
綱
袖
任
」
鋪
六
（
大
日
本
佛
教
全
審
筑
一
三
二
巻
）
の
大
治
四
年
五
年
、
天
承
二
年
、
長
承
三
年
四
年
、
保
延
二
年
四
年
五
年
漣
同
裏
誹
保
延

四
年
、
康
治
元
年
の
各
條
を
参
照
。

｜
古
目
録
に
現
れ
た
る
圖
像
紗



（
独
亜
）

述
密
部
普
目
‐
一
を
渉
猟
し
て
み
る
と
，
諸
師
の
部
と
東
密
書
の
部
に
於
て
次
の
記
述
を
み
る
。

、
、
、

屯
、

十
巻
抄
東
寺
。
永
雌
。
阿
虚
引
月
。

、
、
、
、
、

永
厳
十
巻
抄

両
繼
幽
澱
蠅
鰡
綱
溌
鯏
鎚
雛
鯖
辮
繼
懸
織
難
祁

兇
脚
抄
二
百
糧
幟
一
獅
搾
〃
秘
》
抑
恥
鯉
幟
嚥
伊
細
郷
確
鶴
岬
鍵
怖
轄
に
評
痔
寺
名

●

、
、
、
、
、十
雀
抄
悪
什
へ

即
ち
、
永
厳
に
十
巻
抄
（
永
嚴
抄
）
の
著
が
あ
り
、
同
書
が
東
寺
三
名
物
の
一
で
あ
っ
た
こ
と
、
並
び
に
同
名
の
十
桧
抄
が
悪
什
に
も
あ

〆
踊
附
興
型
〃
蛤

、
十
逗
二
、
ノ

っ
た
こ
と
を
知
る
。
尚
こ
の
外
「
諸
師
製
作
目
録
」
の
眞
言
宗
の
郡
、
並
び
に
浬
教
諸
師
製
作
目
録
」
の
巻
二
、
眞
言
宗
之
餘
の
部
に

（
註
七
）
。
（
註
八
）

も
、
悪
什
（
信
乃
阿
闘
梨
）
に
十
巻
抄
（
岡
像
妙
）
の
著
の
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
「
傳
法
院
法
並
贋
澤
通
用
聖
教
等
目
録
」
に

は

岡
像
抄
久
一
雪
一
十
巻
抄
一
十
繼
一
箱

或
云
。
平
等
房
作
。
或
云
一
悪
什
作
司
倶
辿
子
細
一
云
々

と
あ
っ
て
、
岡
像
妙
の
著
者
が
李
等
房
永
嚴
で
あ
っ
た
か
、
勝
定
房
悪
付
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
の
疑
問
を
明
記
し
て
ゐ
る
。

こ
こ
に
於
て
當
然
疑
問
と
し
て
起
っ
て
來
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
ば
．
永
厳
に
も
岡
像
妙
（
十
巻
妙
）
の
著
が
あ
り
、
悪
付
に
も
固

「
間
隙
妙
」
の
編
纂
過
樫
に
つ
い
て
一
．
四
七

、
加
厳
沙
亦
矧
毒
繩
郷
引

I



I
、

一
四
八

像
妙
（
十
巻
妙
、
尊
容
妙
）
・
の
著
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
胴
者
は
如
何
歳
る
關
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
か
、
永
嚴
と
悪
什
と
の
合
作
に
な
る

も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
雨
者
別
盈
に
同
名
の
普
を
綿
輯
せ
る
も
の
で
あ
る
か
、
附
者
の
細
纂
の
經
緯
如
何
と
い
ふ
疑
問
で
あ
る
。

（
眺
九
）

と
の
疑
問
に
對
し
て
幾
分
か
の
解
明
を
與
へ
て
呉
れ
る
記
録
に
、
「
相
承
鋪
法
等
目
鋒
」
二
稚
中
の
記
事
が
あ
る
。
《

十
巻
抄
圏
付
笠
云
。
宥
論
大
僧
正
云
。
此
ノ
十
巻
ノ
岡
人
ノ
抄
〈
・
信
挫
ノ
阿
州
梨
悪
什
ノ
作
也
・
八
結
等
一
一
云
二
信
師
｝
此
人
也
。

ノ

此
悪
什
ハ
本
ト
住
二
御
室
肢
澤
逢
一
人
也
。
後
一
一
有
二
子
細
『
純
ゴ
住
於
酉
凹
む
故
酉
酉
一
毛
用
二
此
十
巻
抄
や
然
托
本
卜
住
二
此
方
一
時
認

置
テ
不
二
持
参
一
故
一
一
自
レ
元
暗
記
ノ
事
故
。
又
於
二
間
門
一
害
し
之
故
。
跡
二
大
同
也
一
柳
宛
有
し
違
一
雪
云
。
依
通
二
子
諸
流
｛
之
普
也
・
〔
略
〕

即
ち
、
十
稚
抄
は
悪
什
が
御
室
艇
澤
に
於
て
認
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
，
醍
醐
に
移
る
時
に
こ
れ
を
持
参
し
な
か
っ
た
爲
め
に
、
醍
醐

に
於
て
も
亦
暗
記
に
よ
っ
て
新
た
に
書
い
た
、
從
っ
て
炭
澤
と
醍
醐
と
に
大
同
小
異
の
十
巻
抄
が
あ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

こ
の
間
の
事
情
を
更
に
詳
し
く
知
る
参
考
と
な
る
も
の
に
、
亮
槻
法
印
天
明
六
年
（
皇
紀
二
四
四
六
）
書
篇
の
尭
榊
妙
巻
頭
の
抑
紙
に

（
註
十
）

証
さ
れ
た
記
事
が
あ
る
。

（
鮎
十
ご

十
稚
抄
は
御
室
に
有
之
勝
語
集
に
口
、
平
等
尻
奉
勅
其
時
悪
什
州
梨
御
室
の
ふ
も
と
衣
笠
山
に
住
し
王
ふ
・
依
て
悪
什
に
命
じ
て
集
し

め
王
ふ
・
共
後
平
等
房
悪
什
法
流
の
事
に
付
不
和
に
な
り
悪
什
去
て
糊
修
寺
に
住
す
・
時
の
法
務
の
日
、
近
比
目
出
度
書
出
づ
と
。
悪

什
曰
く
、
我
作
な
り
と
、
其
暗
記
せ
る
所
を
錐
し
て
奉
務
に
奉
る
、
件
の
義
故
、
小
野
に
は
岡
像
妙
と
言
ひ
廣
澤
に
は
午
等
房
の
十
巻
抄

と
云
。
尤
も
岡
像
抄
は
暗
記
故
に
十
巻
抄
と
は
少
交
文
に
相
違
有
之
然
れ
ど
も
大
都
は
全
同
之
言
室
以
上
亮
観
豊
山
豊
春
法
印
承
之

以
上
何
れ
も
比
較
的
後
年
の
記
録
又
は
書
篤
で
あ
る
た
め
に
、
直
ち
に
信
用
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
に
し
て
も
、
併
し
何
等
か
の
古
い
仲

を
書
為
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
永
雌
が
岡
像
集
成
の
勅
を
奉
じ
、
そ
れ
の
撰
集
を
悪
什
に
命
じ
た
こ
と
、
並
び
に
湘
人
が
法
流
の
雫
か
ら

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
１
４
ｌ
ｌ
Ｉ
ｖ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｆ
９
１
↓
Ｉ
ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
０
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
■
ｍ
ｍ
Ｂ
Ｂ
Ｉ
■
Ｉ
ｈ
Ｉ
。

』
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ﾉ

、
〃

ド
、

途
に
同
一
の
書
に
對
し
て
共
に
細
君
た
る
こ
と
を
主
張
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
出
來
る
・

今
‐
こ
れ
等
の
記
録
に
從
っ
て
、
悪
什
が
姑
め
、
水
厳
の
許
に
あ
っ
て
圖
像
妙
を
撰
集
し
、
後
、
改
め
て
醍
醐
に
於
て
新
た
に
固
像
紗
を

選
述
し
た
と
し
て
、
果
し
て
雨
岡
像
妙
の
間
に
幾
何
の
差
異
が
あ
る
の
で
あ
る
か
。
そ
の
差
異
に
よ
っ
て
前
後
の
雨
著
（
今
假
り
に
前
著

を
永
厳
抄
、
後
著
を
悪
什
抄
と
穂
ぶ
こ
と
に
す
る
）
を
腿
別
す
る
に
足
る
程
の
も
の
で
あ
る
か
。

若
し
、
現
在
、
、
氷
厳
撰
の
岡
像
抄
と
悪
仙
撰
の
岡
像
紗
と
が
、
各
…
自
筆
本
の
ま
Ｌ
残
っ
て
ゐ
れ
ぱ
、
雨
者
を
比
絞
考
究
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
作
者
の
問
題
も
容
易
に
解
決
す
る
こ
と
が
出
來
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
・
遮
憾
乍
ら
，
現
存
す
る
も
の
は
凡
て
後
の
爲
本
の
み
で
あ

る
・
從
っ
て
、
現
在
で
は
、
各
所
に
所
減
さ
れ
て
ゐ
一
勺
数
種
の
為
本
を
比
較
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
、
氷
厳
抄
と
血
杵
抄
と
の
關
係
を

樅
究
す
る
よ
り
外
に
途
は
な
い
。

9

挑
四
・
大
日
本
佛
教
全
書
第
一
巻
、
佛
教
許
僻
Ⅱ
録
第
一
、
頁
一
六
七
、
一
七
○
・

、

挑
五
大
Ｈ
本
佛
数
余
響
節
二
程
、
佛
敦
諜
緋
Ｈ
鋒
第
二
、
頁
二
二
、
二
一
三
、
三
三
一
、
一
三
四
。

挑
六
大
Ⅱ
本
佛
教
全
容
鋪
二
巻
、
佛
教
審
繍
Ⅱ
蛛
餓
二
、
頁
三
二
四
。

註
七
「
忠
什
圀
信
乃
阿
開
梨
十
惟
抄
圀
亦
彗
同
像
一
」
（
大
Ｈ
本
佛
敷
金
番
錐
二
巻
、
佛
教
響
緋
Ｈ
錐
第
二
、
頁
一
三
ハ
八
）

誰
八
大
日
本
佛
教
金
審
錐
二
巻
、
佛
教
排
繍
Ⅱ
錐
鉱
二
、
頁
五
四
五
・

識
九
大
Ｈ
本
佛
教
全
書
錐
二
榧
、
佛
教
番
耕
Ⅱ
錐
錐
二
、
頁
五
九
六
。

の

挑
十
こ
の
把
事
は
、
大
日
本
佛
敷
金
審
本
の
兇
祁
妙
に
も
、
大
正
大
賊
經
岡
像
部
の
妊
恥
脚
紗
に
も
、
收
縦
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
獅
崎
唯
氏
「
雌
剛
寺
所

蔵
の
十
巻
抄
」
（
幽
乖
三
二
八
雛
）
所
引
に
よ
る
・

註
十
一
悪
什
述
「
勝
語
菜
」
上
下
（
大
正
大
撒
經
鋪
七
十
八
巻
收
載
）
を
検
索
す
る
も
、
「
牢
錬
腸
水
仙
云
々
」
に
机
嵩
す
る
文
字
は
見
常
ら
な
い
。

一
四
九

「
刑
像
妙
」
の
編
纂
過
保
に
つ
い
て

I

令
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④

色

6

嫌
方
時
代

弛久四年（皇紀一八至己嘉藤二年（一八八六）文永四年Ｑ九二七）

延
慶
二
年
（
一
九
六
九
）

元
享
二
年
（
一
九
八
二
）

吉
野
棚
時
代
・

正
平
十
三
年
（
二
○
一
八
）

二
現
存
の
間
像
抄
爲
本

今
、
現
存
の
岡
像
妙
篇
本
中
、
私
の
見
聞
し
得
た
限
り
の
も
の
を
凡
そ
年
代
順
に
列
畢
し
て
み
る
。

江
戸
時
代

寛
文
九
年

延
喪
九
年

室
町
時
代

書
蹴
年
代
一
所
識
者
一
蛾
者
一
原
本
一
軸
扱
一

（
二
三
一
一
北
）

（
二
三
四
‐
一
）

商 商商京京

持稲回淵光淵常#醜都
風 荊

明迦胤明樂醐

肥
後。
’
“
１
専臓大

季r
mI

喪醤大

肥
前
鹿
島

廷

”

晃成
ﾆ 0ニ

ー虚f

nlQ
fﾉIユ

生異

院寺院院寺寺寺|塊寺

了印性貞叡
、鯨
善、

性玄海装厳

疵
舜

快腫

二
■
３
、Ⅲ

。
。
Ｊ
１

む
だ

・
肱
胞

永
厳
本

永
雌
本
一
一
加
ブ
ル

ー
悪
什
本
力

常
樂
院
本
力

常
樂
院
本
力

永
雌
本
ノ
系
統

■
０
８
４１

通
寺
本

十九 三十四十九十 一九

一

鋪
十
巻
《
新
鰯
一
一
ヨ
ル

補
足

製
書
及
ピ
新
廟
一
一
ヨ
ル
捕

足
多
シ
（
佛
教
全
書
本
）

（
大
正
間
像
本
）

願
成
寺
本
ト
ー
、
具
ヲ
成

ス
モ
ノ

壷l：
$』 h口

｜

|“ 一
五
○

1

b"

｡

ﾉ

ノ



』

V

ﾉ

術
、
本
論
を
進
め
る
上
に
必
要
と
思
は
れ
る
醍
醐
寺
本
、
常
樂
院
本
、
凹
通
寺
本
の
奥
書
を
左
に
列
記
す
る
。

一
、
醍
醐
寺
本
の
奥
書

第
一
巻
保
延
五
年
秋
比
奉
爲
上
皇
草
進
之
前
權
少
僧
都
永
巌
交
鮎
了

第
二
糧

本
云

ｅ

保
延
五
年
秋
比
奉
爲
上
皇
草
進
之
前
椛
少
僧
都
永
厳
・
交
黙
了

第
三
巻

本
云
保
延
五
年
秋
比
奉
爲
上
皇
草
進
之
前
椛
少
僧
都
永
厳
交
鮎
丁

’
第
四
巻

「
岡
像
紗
」
の
編
纂
過
縄
に
つ
い
て
一
五
一

貞
享
四
年
（
二
三
四
七
）

甲

延
享
二
年
（
二
四
○
五
）

大
兇
寺

病
野
山光
明
院

成
田
圖
書
倣

一
切
經
刊
行
含

東
京

帝
籠
柳
物
館

儒右

忍演

皿
迩
寺
本

東
寺

糎
智
院
本

悪
什
系
ノ
輔
蹴
力

悪
什
系
ノ
韓
篤
力

六七

’



■

■

■

■

■

■

■

■

Ｉ

小

、

一
五
一
・
一

本
云

保
延
九
年
秋
比
奉
爲
上
皇
草
進
之
・
前
椛
少
倫
都
永
雌

建
久
四
年
七
月
冊
八
日
校
黙
丁

、

第
五
巻

保
延
五
年
秋
比
奉
爲
上
皇
草
進
之
前
椛
少
術
都
永
厳
交
鮎
丁

第
六
巻

保
延
五
年
秋
比
奉
爲
上
皇
草
進
之
前
椛
少
僧
都
永
厳

第
七
巻
”

保
延
六
年
春
比
奉
爲
上
皇
草
進
之
前
椛
少
僧
都
永
厳

第
八
巻

保
延
六
年
春
比
奉
爲
上
皇
草
進
之
前
椛
少
僧
都
永
厳

第
九
巻

保
延
六
年
春
比
奉
爲
上
皇
草
進
之
前
椛
少
俄
都
永
厳

〔
第
十
巻
新
嘉
を
以
乙
癖
睦
〕
↓

即
ち
、
醍
醐
寺
本
は
．
永
厳
が
鳥
羽
上
皇
の
御
爲
め
に
保
延
五
年
秋
よ
り
保
延
六
年
春
に
か
け
て
草
進
せ
る
も
の
を
原
本
と
し
て
，
建
久

（
碇
十
三
）

四
年
（
一
八
五
三
）
七
月
書
篇
せ
る
も
の
で
あ
る
。
（
普
篇
の
人
名
を
峡
い
て
ゐ
る
こ
と
は
惜
し
い
。
）

ll

刀

〃



1 １
１勺

弓

､

〆

（
鮎
十
四
）

毎
犠
奥
香
の
未
に

或
人
令
二
油
却
一
之
Ⅲ
魚
し
令
二
法
久
住
腫
言
興
行
一
留
し
之
者
也
。
水
正
七
印
年
三
月
十
九
日
佛
子
長
血
〈
甦
鍾
一

Ｆ
ｒ
、

夕
〃
戸

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
所
よ
り
み
れ
ば
、
、
水
正
七
年
（
一
二
七
○
）
大
和
長
谷
寺
の
學
僧
長
血
〈
が
本
書
を
手
に
入
れ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、

（
註
十
五
）

そ
の
後
の
來
歴
を
詳
か
に
し
な
い
。

二
、
常
樂
院
本
の
奥
書

尊
容
妙
第
一
或
名
岡
像
妙
諸
佛
部
上

嘉
職
二
年
五
月
五
日
書
篇
了
叡
尊

〔
別
推
〕
九
月
廿
六
Ｈ
交
鼬
ｊ

尊
容
妙
第
二
諸
佛
部
下

書
本
云

李
等
房
十
繼
抄
云
埒
眞
責
一
ス
悪
什
閣
梨
集
之

少
‘
“

奪
容
妙
第
三
經
法
等

／

嘉
藤
二
年
六
月
廿
六
日
依
師
御
銘
十
繼
之
内
二
総
書
篤
丁
佛
子
嚴
貞

〔
別
韮
〕
一
交
了

・
尊
容
妙
第
四
諸
菩
薩
上

書
本
云

「
伺
像
妙
」
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て

一
五
三

I

’
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依
仰
書
篇
之
但
依
爲
急
速
事
梵
漢
井
繪
団
三
形
等
，

嘉
藤
二
年
七
月
日
於
長
覺
寺
地
蔵
院
害
篇
了
執
筆
沙
門
善
長

〔
別
筆
〕
二
交
了

〔
別
筆
〕
賓
永
二
年
三
月
四
日
於
金
剛
峯
寺
以
正
本
校
合
畢

奪
容
妙
第
五
諸
菩
薩
下

嘉
藤
二
年
十
一
月
廿
九
日
書
之

交
了

奪
容
妙
第
六
観
言
部
上

嘉
藤
二
年
六
月
廿
三
日
依
師
御
銘
十
巻
内
二
巻
書
嶌
畢
佛
子
巌
貞

一
交
了

奪
容
妙
第
七
槻
一
音
部
下

奪
容
妙
第
八
恋
怒
部

嘉
泌
二
年
五
月
七
日
書
篇
畢
叡
尊

〔
別
碓
〕
同
日
交
黙
了
注
ノ
朱
付
ケ
ハ
本
一
ス
以
墨
書
シ
テ
朱
ト
云
注
ヲ
ツ
ク

例
今
以
朱
注
雌
然
猶
不
零
若
僻
案
欺
後
日
｝
一
以
他
可
交
合

愈
容
妙
第
九
或
一
云
圃
像
妙
諸
天
部
上

1

ヤ

一
五
四

ｇ
、

、

』

｜
ムーーー
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嘉
藤
二
年
輌
六
月
廿
一
日
書
之

二
父
丁
，

箪
容
妙
或
一
云
圃
像
紗
諸
天
部
下

嘉
藤
二
年
七
月
日
於
長
提
寺
地
藏
院
爲
佛
法
興
隆
書
嘉
了
執
筆
沙
門
善
長

〔
別
錐
〕

享
保
二
十
乙
卯
天
七
月
下
完
修
袖
之
以
北
林
院
之
本
校
合
之
畢
東
大
寺
龍
松
院
經
藏

〔
別
錐
〕

右
本
秀
慶
所
持
予
逝
物
｝
一
所
受
之
内
也
依
無
相
違
延
享
元
甲
子
年
三
月
從
龍
松
院
復
受
之
了
洛
西
沙
門
敞
髭

即
ち
、
常
樂
院
本
は
、
嘉
藤
二
年
（
一
八
八
六
）
五
月
よ
り
十
一
月
の
間
に
、
叡
鰊
が
第
一
巻
、
第
八
巻
を
、
嚴
貞
が
第
二
・
第
三
、
第

五
、
第
六
巻
を
、
善
長
が
第
四
、
第
十
巻
を
書
篇
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
第
七
、
第
九
巻
の
筆
者
は
不
明
・
）

第
四
巻
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
賓
永
二
年
（
三
三
ハ
五
）
金
剛
峯
寺
に
於
て
正
本
を
以
て
校
合
し
た
こ
と
、
第
十
巻
の
奥
書
に
よ
っ
て
、

鴫
瀧
常
樂
院
敞
兇
が
秀
慶
僧
正
（
承
應
二
年
ｌ
享
保
五
年
）
の
迩
品
と
し
て
本
書
を
受
け
た
こ
と
、
享
保
二
十
年
（
一
三
九
五
）
東
大
寺

龍
松
院
に
於
て
修
補
し
、
同
寺
北
林
院
の
本
と
校
合
し
た
る
上
、
延
享
元
年
（
二
四
○
四
）
再
び
敞
兇
が
領
取
し
た
こ
と
を
知
り
得
る
。

（
肢
十
六
）

筆
者
三
人
の
中
、
叡
算
（
建
仁
元
年
一
八
六
一
ｌ
正
應
三
年
一
九
五
○
）
は
興
正
菩
薩
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
仰
記
は
諸
書
に
詳
し
く
、

ｉ
改
め
て
こ
こ
に
記
す
る
ま
で
も
な
い
・
岡
像
妙
を
書
篇
し
た
嘉
藤
二
年
は
、
彼
が
一
千
六
歳
の
時
で
あ
り
、
信
悪
阿
闘
梨
に
師
賓
の
魁
を

（
雌
十
七
）

と
っ
て
、
醍
醐
長
岡
の
間
に
随
侍
し
て
ゐ
た
時
代
で
あ
る
。

（
錐
十
八
）

術
．
叡
尊
に
つ
い
て
は
、
「
註
工
便
蝿
」
に

善
し
紬
撰
二
篇
洛
之
嵯
峨
輝
迦
之
影
像
《
至
二
子
今
一
和
州
三
輪
大
五
輪
寺
深
賓
し
之
、
共
外
岡
繪
居
多
一
雪
云

「
側
像
妙
」
の
編
纂
過
樫
に
つ
墜
Ｌ
一
五
五

’

I

＆

' ’ ､



1、。‐

Q

、

一
五
六
．

（
注
十
九
）
◇
（
註
二
十
）

と
あ
り
、
「
扶
桑
名
公
謹
譜
」
に
も
ほ
ぼ
Ⅲ
様
の
記
述
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
彼
が
繪
を
善
く
し
た
こ
と
を
窺
ひ
得
る
。

■

常
樂
院
本
の
奥
書
中
，
特
に
注
意
す
べ
き
は
第
二
巻
の
奥
書
で
あ
る
。

．
書
本
云

平
等
屍
十
巻
抄
一
言
菖
陛
黄
一
ス
悪
仙
間
梨
集
之

、

こ
れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば
，
嘉
除
二
年
、
即
ち
永
厳
が
岡
像
妙
を
草
推
し
た
保
延
五
年
を
距
る
こ
と
八
十
餘
年
、
鎌
倉
初
期
に
於
て
既
に
岡

像
妙
の
撰
者
に
開
す
る
疑
問
が
生
じ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
（
正
平
十
三
年
書
嘉
の
噸
成
寺
本
岡
像
妙
の
第
一
雀
に
も
，
こ
れ
と
全
く
同
一

の
奥
書
が
塩
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
黙
な
ど
か
ら
考
へ
て
噸
成
寺
本
は
常
樂
院
本
の
系
統
を
引
く
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
）

（
肢
二
十
ご

術
、
高
野
山
光
明
院
所
藏
の
、
延
享
二
年
（
一
面
○
五
）
概
智
院
藏
本
を
以
て
勝
亮
補
足
せ
る
六
軸
の
中
，
菩
薩
部
の
奥
普
に
も
。
‐

ヤ
ウ
ゲ
ン

・
右
妙
全
部
十
雀
或
悪
什
集
言
蓉
或
永
嚴
記
云
云
可
葬
定
説
也

先
師
法
印
所
持
本
當
巻
依
令
闘
申
閉
上
乘
院
宮
御
本
書
加
之
畢

０
●

爲
本
文
字
納
様
等
頗
以
有
不
審
重
比
校
識
本
可
令
糀
研
也

應
安
六
年
四
月
廿
九
日
椛
少
僧
都
蟹
費
嘩
十
年

平
等
房
法
印
自
筆
本
披
随
之
虚
依
鳥
羽
院
勅
定
撰
集
印
奉
授
上
皇
之
由
奥
書
栽
之
丁

然
者
悪
什
抄
者
僻
事
欺
口
雨
人
各
談
話
令
集
記
嗽
可
誹
之

〔
捗
操
芋
長
禰
寺
之
本
奥
書
に

明
王
部
保
延
六
年
春
比
奉
爲
上
皇
草
進
之
前
權
少
僧
都
氷
嚴

１
１
．

、

リ



延
享
第
二
龍
獅
乙
丑
初
秋
廿
二
日
以
槻
判
院
藏
本
令
弘
厳
法
印
膝
嘉
納
大
經
藏
脳
函
丁
淨
土
院
僧
正
賢
賀
住
奎
〈
土
一
戦

と
あ
っ
て
、
應
安
六
年
（
二
○
一
三
一
）
東
寺
の
賢
賓
（
元
弘
三
年
一
九
九
三
Ｉ
應
永
五
年
二
○
五
八
）
も
同
様
の
疑
問
を
抱
い
て
ゐ
た
こ

と
を
知
り
」
得
る
。
こ
れ
等
の
黙
よ
り
考
へ
て
、
先
き
の
「
相
承
奪
法
等
目
録
」
の
記
事
や
亮
槻
の
記
事
も
決
し
て
根
捺
の
な
い
も
の
で
は

な
く
、
何
等
か
の
古
い
伸
を
普
爲
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

（
註
二
十
二
）
‐
‘
〆

三
、
凹
通
寺
本
の
奥
書

岡
像
巻
第
一
ゞ
五
佛

延
度
二
年
六
月
五
日
於
仁
和
寺
巨
陛
光
院
書
篤
了
・
金
剛
佛
子
印
玄
垂
十
奔

次
年
七
月
十
八
日
二
校
了

岡
像
巻
第
二
佛
頂
等

延
慶
二
一
年
五
月
十
八
日
於
桂
宮
院
書
爲
了
金
剛
佛
子
印
玄
垂
十
手
‐

●

同
六
月
三
日
二
校
了
’

岡
像
巻
第
三
經

延
座
二
一
年
五
月
十
七
日
於
桂
宮
院
書
蔦
了
金
剛
佛
子
印
玄
華
十
華

同
六
月
七
日
二
校
了

岡
像
巻
第
四
秘
法
等

延
慶
三
年
六
月
二
十
五
日
於
仁
和
寺
南
勝
院
書
為
了
金
剛
佛
子
印
玄
華
十
琴

「
岡
像
紗
」
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
一
五
七

虹

I



1

1
「

同
七
．
月
十
六
日
二
校
了

間
像
巻
第
五
菩
薩

延
慶
二
一
年
一
ハ
月
七
日
於
仁
和
寺
眞
光
院
書
篇
了
金
剛
佛
子
印
玄
華
十
圭

同
七
月
十
七
日
二
校
了

間
像
怨
第
六
槻
昔
上

延
塵
一
年
七
月
十
七
日
於
仁
和
寺
南
勝
院
群
嬬
丁
．
金
剛
佛
子
印
玄
垂
十
評

●

同
三
年
六
月
十
七
日
二
校
了

岡
像
巻
第
七
槻
一
昔
下

延
慶
二
一
年
六
月
十
六
日
於
仁
和
寺
南
勝
院
書
篤
了
金
剛
佛
子
印
玄
菫
十
李

同
七
月
十
六
日
二
校
了

岡
像
巻
第
八
恋
怒

延
膜
二
年
七
月
十
五
日
於
仁
和
寺
興
光
院
普
篤
了
金
剛
佛
子
印
玄
垂
十
李

同
三
年
六
月
九
日
二
校
了

固
像
巻
第
九
天
等
上

延
慶
一
犀
六
月
一
千
五
日
於
仁
和
寺
眞
光
院
書
篤
丁
金
剛
佛
子
印
玄
垂
十
垂

．
次
年
七
月
十
三
日
二
校
了

ザ

P

1

～

一
五
八



一

a

、

イ

（
註
二
十
三
）

筆
者
箪
誇
院
法
印
印
玄
は
祁
助
の
付
法
に
し
て
、
號
を
文
妙
上
人
と
い
ふ
。

（
姓
二
十
四
）

永
嚴
箸
「
要
奪
法
」
の
仁
和
寺
所
藏
の
篇
本
の
奥
書
に

延
慶
三
年
正
月
五
日
於
仁
和
寺
眞
光
院
矢
岬
屍
前
大
僧
正
御
尻
御
本
番
嬬
了

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
印
玄
は
延
慶
二
年
に
は
六
月
七
月
と
岡
像
妙
を
塩
し
て
，
翌
年
正
月
に
は
「
要
算
法
」
を
篤
し
、
同
年
の

五
月
六
月
に
は
ま
た
岡
像
妙
を
篇
し
て
ゐ
る
。
當
年
一
二
十
二
、
一
二
歳
の
印
玄
が
如
何
に
秘
密
事
相
の
研
究
に
熱
心
で
あ
っ
た
か
を
證
す
る

（
註
二
十
六
）

と
あ
り
、
「
扶
桑
名
公
謹
譜
」
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
「
延
慶
三
年
六
月
十
六
日
於
二
仁
和
寺
南
勝
院
一
謎
、
行
年
三
十
三
」
と
い
ふ
の

は
、
肌
通
寺
本
の
第
七
巻
槻
一
音
部
下
の
奥
書
と
一
致
す
る
。
從
っ
て
本
朝
遜
史
の
「
岡
数
巻
」
と
い
ふ
の
は
、
該
篇
本
を
指
す
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
て
み
る
と
本
朝
遊
史
出
版
の
延
賓
六
年
（
一
三
三
八
）
以
前
頃
に
は
、
こ
の
印
玄
の
爲
本
は
東
寺
饗
輪
院
に
あ
つ

．
「
岡
像
紗
」
の
編
纂
過
程
に
つ
墜
Ｌ
一
五
九

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
鮎
二
十
五
）

「
本
朝
笠
史
」
下
に

金
剛
佛
子
印
玄
善
謹
二
佛
像
↓

年
三
十
三
、
此
外
不
レ
見
二
雑
註
記

団
像
巻
第
十
天
等
下

延
度
三
年
六
月
一
日
於

同
十
日
二
校
了
日
於

同
二
十
六
日
三
校
了

仁
和
寺
南
勝
院
書
篤
了

Ｊ

其
岡
倣
巻
在
二
於
束
寺
蜜
輪
院
『
其
巻
尾
日
、
延
慶
三
年
六
月
十
六
日
於
一
、
一
仁
和
寺
南
勝
院
一
塾
、
行

へ

1
、

金
剛
佛
子
印
玄
華
十
手

金
剛
佛
子
印
玄
華
十
垂

6

、

ﾛ

I
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一
六
○

た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
（
本
朝
謹
史
の
記
述
が
更
に
他
の
書
物
か
ら
の
引
用
で
あ
れ
ば
、
又
別
で
あ
る
が
。
）

（
荘
二
十
七
）

術
、
印
玄
の
叫
通
寺
本
の
第
十
巻
・
氷
掲
羅
天
の
二
個
の
中
の
一
葉
（
大
正
岡
像
の
第
二
一
○
個
）
に
、

“
皐
鵡
・
・

書
本
無
此
像
。
然
而
南
勝
院
本
有
之
。
価
入
之
了
。

と
あ
る
所
か
ら
み
る
と
、
印
玄
が
岡
像
妙
を
番
為
し
た
當
時
、
仁
和
寺
南
勝
院
に
は
岡
像
妙
の
別
本
が
あ
っ
て
、
印
玄
は
そ
れ
を
参
照
し

た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
然
る
に
、
印
玄
が
第
十
巻
を
蔦
し
た
の
は
同
じ
く
南
勝
院
に
於
て
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
當
時
南
勝
院
に
は

岡
像
妙
が
二
組
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
、
そ
れ
と
も
「
書
本
」
は
他
か
ら
こ
れ
を
借
り
で
來
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。

以
上
、
現
存
の
岡
像
妙
篤
本
の
大
略
を
表
に
し
、
そ
の
中
最
も
主
要
な
る
醍
醐
寺
本
、
常
樂
院
本
、
凹
通
寺
本
の
奥
書
を
槻
て
み
た
。

先
き
の
表
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
現
存
の
爲
本
中
最
も
古
い
も
の
は
醍
醐
寺
所
藏
の
岡
像
妙
で
あ
り
、
而
も
醍
醐
寺
本
は
そ
の
奥

書
に
よ
っ
て
、
保
延
五
年
秋
よ
り
六
年
春
に
か
け
て
永
厳
が
鳥
羽
上
皇
の
御
爲
め
に
撰
集
せ
る
も
の
の
書
爲
で
あ
る
シ
」
と
が
明
か
で
あ
る
。

從
っ
て
、
こ
れ
を
永
厳
抄
と
す
る
こ
と
に
異
論
を
挾
む
餘
地
は
な
い
・

今
、
こ
の
醍
醐
寺
本
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
他
の
爲
本
を
校
合
し
、
そ
の
出
入
を
比
較
研
究
す
れ
ば
．
永
厳
抄
と
悪
什
抄
と
の
關
係
が

明
か
に
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
が
、
逝
憾
乍
ら
、
私
は
醍
醐
寺
本
の
現
品
を
未
だ
一
見
す
る
の
機
會
を
得
な
い
上
に
、
醍
醐
寺
本
は
大
正
大

賊
經
岡
像
部
に
も
、
大
日
本
佛
教
全
書
に
も
收
赦
さ
れ
て
ゐ
な
い
・
從
っ
て
，
こ
の
爲
本
に
つ
い
て
は
、
僅
か
に
獅
崎
庵
氏
の
「
醍
醐
寺

所
藏
の
十
雀
抄
」
に
つ
い
て
聞
く
よ
り
外
に
な
い
。
、

併
し
、
幸
に
し
て
、
大
正
大
藏
經
岡
像
第
三
巻
に
收
栽
さ
れ
て
ゐ
る
四
通
寺
本
が
、
そ
の
内
容
に
於
て
醍
醐
寺
所
藏
の
前
九
巻
本
と
一

（
註
二
十
八
）

致
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
シ
」
の
凹
通
寺
本
を
以
て
永
厳
抄
に
代
用
さ
せ
つ
比
論
を
進
め
得
る
こ
と
で
あ
る
。



ロ ＝

（
註
二
十
九
）

小
野
玄
妙
博
士
に
よ
れ
ば
、
醍
醐
寺
本
。
常
樂
院
本
、
岡
通
寺
本
，
成
田
団
書
館
本
．
一
切
經
刊
行
會
所
藏
本
の
五
本
を
比
較
對
見
の

結
果
は
、
岡
像
妙
に
古
來
二
極
の
別
異
の
本
が
篇
伸
さ
れ
て
ゐ
て
、
そ
の
二
本
の
中
の
一
は
永
嚴
抄
で
あ
り
、
他
の
一
が
悪
什
抄
で
あ
る

こ
と
が
了
得
せ
ら
れ
‘
恵
什
抄
系
の
本
と
目
さ
れ
る
も
の
の
中
、
溌
も
古
い
爲
本
は
嘉
藤
二
年
書
篇
の
常
樂
院
本
で
あ
る
と
い
ふ
。
ｌ

幸
に
し
て
、
常
樂
院
本
は
大
日
本
佛
教
全
書
の
別
巻
と
し
て
、
罵
眞
版
を
以
て
複
製
さ
れ
て
ゐ
る
・

從
っ
て
、
凹
通
寺
本
（
大
正
岡
像
本
）
と
常
樂
院
本
（
佛
教
全
書
本
）
と
を
比
較
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
・
岡
像
妙
の
著
者
の
問
題

の
解
明
に
對
し
て
一
つ
の
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
出
來
る
。

誰
十
二
小
野
玄
妙
椰
士
「
延
慶
二
年
仁
利
寺
印
玄
鰯
岡
惟
」
（
佛
教
の
美
術
と
歴
史
、
頁
七
七
ご
参
照
。

誰
十
三
こ
の
醍
醐
寺
本
の
奥
書
が
、
十
巻
抄
の
蒋
者
を
永
朧
と
す
る
肢
も
古
い
有
力
な
一
変
料
で
あ
り
、
阿
裟
紳
抄
の
序
文
の
抄
中
所
引
番
の
攻
（
大

元
岡
像
錐
八
巻
頁
七
四
四
）
に
、
「
十
巻
抄
束
寺
永
雌
僧
都
抄
」
と
あ
る
こ
と
も
、
永
朧
を
十
巻
抄
の
著
者
と
み
る
有
力
な
根
蝶
を
な
し
て
ゐ
る
・

’
註
十
四
獅
崎
庵
氏
「
醜
醐
寺
所
識
の
十
巻
抄
」
（
國
華
三
三
八
號
）
所
引
に
よ
る
。
・

註
十
五
「
密
教
大
群
典
」
に
眺
醐
寺
本
を
以
て
「
永
正
七
年
曇
典
所
晦
」
と
せ
る
は
課
り
で
あ
る
。

誰
十
六
諾
宗
章
疏
錐
、
興
正
菩
薩
僻
、
元
享
繩
番
錐
十
三
調
律
苑
佃
喪
俳
錐
十
二
、
祁
孑
祁
帥
祥
錬
大
和
尚
年
譜
、
束
図
商
愉
仰
餓
十
、
本
朝
商
僧

仰
錐
五
十
九
、
竿
。

誰
十
七
本
朝
商
佃
佛
第
五
十
九
。

註
十
八
Ｈ
本
註
論
大
籾
、
中
巻
頁
一
・
○
八
六
。

誰
十
九
日
本
荘
論
大
概
、
巾
巻
頁
一
二
○
七
。

註
二
十
雄
山
（
元
久
二
年
一
八
六
五
生
、
寂
年
未
詳
）
に
つ
陰
Ｌ
は
、
徽
苑
噛
俳
第
十
二
（
大
日
本
佛
教
余
響
本
頁
一
三
八
）
及
び
本
朝
尚
愉
傳
第

五
十
九
（
大
Ⅱ
本
佛
教
全
書
本
頁
七
七
八
）
塞
照
。
常
樂
院
本
を
鰯
せ
る
嘉
緑
二
年
に
は
、
雌
典
は
伽
か
Ｅ
一
十
二
歳
で
あ
る
。

「
佃
像
紗
」
の
綿
纂
過
繩
に
つ
い
て
一
六
一

’

｜
『



UU

II
、

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
役
立
つ
と
思
は
れ
る
諸
方
法
を
考
へ
る
に
、

一
、
永
厳
と
悪
什
の
雨
者
の
傳
記
を
詳
細
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雨
者
の
囲
像
妙
撰
集
の
經
緯
を
明
か
に
す
」
る
こ
と
。

二
、
圖
像
妙
以
後
に
於
て
企
て
ら
れ
た
諸
奪
岡
像
集
成
の
諸
書
、
特
に
「
別
奪
雑
記
」
「
晃
禅
妙
」
「
阿
娑
縛
抄
」
「
四
家
妙
岡
像
」
等

に
、
「
悪
什
十
巻
抄
」
「
悪
什
記
」
「
悪
什
間
梨
記
」
「
永
厳
十
雀
抄
」
「
東
寺
永
厳
十
巻
抄
」
等
と
記
し
て
引
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
部
分
を
、
加

互
に
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
、
水
嚴
抄
と
悪
什
抄
と
の
關
係
を
明
瞭
な
ら
し
め
る
こ
と
。

識
二
十
一
水
原
発
莱
氏
「
願
成
寺
の
岡
像
抄
と
其
他
」
（
東
洋
錐
術
策
十
九
雛
）
所
引
に
よ
る
。

識
二
十
二
川
迦
寺
本
十
巻
抄
は
、
蛾
近
、
東
京
巾
松
岡
一
州
一
郎
氏
の
有
に
蹄
し
、
昭
和
十
一
年
九
月
十
二
Ｈ
永
要
美
術
品
に
認
定
せ
ら
る
。

註
二
十
三
印
玄
に
つ
い
て
は
、
諾
宗
章
疏
錐
第
三
巻
埋
一
画
宗
庇
那
の
部
、
及
び
野
糀
血
脈
集
第
三
巻
傳
法
院
流
の
部
を
参
照
。

註
二
十
四
仁
利
寺
所
荻
の
「
要
愈
法
」
は
、
大
正
大
戒
經
第
七
十
八
巻
所
峨
の
要
愈
法
と
は
別
本
に
し
て
、
大
燕
經
の
同
書
の
棚
外
に
、
別
本
と
し

て
こ
の
拠
替
が
施
さ
れ
て
ゐ
る
。

註
二
十
五
冊
本
註
論
大
籾
中
巻
頁
九
七
五
。

註
二
十
六
．
同
中
巻
頁
二
一
○
八
。

識
二
十
七
常
樂
院
本
に
は
こ
の
岡
迩
寺
本
の
第
三
一
○
岡
に
祁
常
す
る
岡
が
峡
け
て
ゐ
る
。

〃

註
二
十
八
小
野
玄
椰
士
「
延
慶
二
年
仁
和
寺
印
玄
法
印
鰯
岡
像
」
（
佛
敦
の
美
術
と
雁
史
、
頁
七
七
こ
を
参
照
・

註
二
十
九
同
上
頁
七
六
九
。

識
二
十
一
水
原
発
莱
氏
「
願
成
寺
の
岡
像
抄
と
其
他
」
（
東
洋
錐
術
策
十
九
雛
）
所
引
に
よ
る
。

識
二
十
二
川
迦
寺
本
十
巻
抄
は
、
蛾
近
、
東
京
巾
松
岡
一
州
一
郎
氏
の
有
に
蹄
し
、
昭
和
十
一
年
九
月
十
二
Ｈ
永
要
美
術
品
に
認
定
せ
ら
る
。

註
二
十
三
印
玄
に
つ
い
て
は
、
諾
宗
章
疏
錐
第
三
巻
埋
一
画
宗
庇
那
の
部
、
及
び
野
糀
血
脈
集
第
三
巻
傳
法
院
流
の
部
を
参
照
。

註
二
十
四
仁
利
寺
所
荻
の
「
要
愈
法
」
は
、
大
正
大
戒
經
第
七
十
八
巻
所
峨
の
要
愈
法
と
は
別
本
に
し
て
、
大
燕
經
の
同
書
の
棚
外
に
、
別
本
と
し

て
こ
の
拠
替
が
施
さ
れ
て
ゐ
る
。

註
二
十
五
冊
本
註
論
大
籾
中
巻
頁
九
七
五
。

註
二
十
六
．
同
中
巻
頁
二
一
○
八
。

識
二
十
七
常
樂
院
本
に
は
こ
の
岡
迩
寺
本
の
第
三
一
○
岡
に
祁
常
す
る
岡
が
峡
け
て
ゐ
る
。

〃

註
二
十
八
小
野
玄
椰
士
「
延
慶
二
年
仁
和
寺
印
玄
法
印
鰯
岡
像
」
（
佛
敦
の
美
術
と
雁
史
、
頁
七
七
こ
を
参
照
・

註
二
十
九
同
上
頁
七
六
九
。

三
問
題
穿
雌
の
方
法
、

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｑ
ｌ
１
Ｅ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｑ
ｌ
１
Ｅ

ノノ

一
一
〈
一
一

一
一
〈
一
一

□□
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、

三
、
小
野
玄
妙
博
士
の
説
に
從
っ
て
、
永
厳
抄
系
の
古
嘉
本
と
見
な
さ
れ
る
回
通
寺
本
と
、
悪
什
抄
系
の
篤
本
と
見
な
さ
れ
る
常
樂
院

本
と
を
比
較
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雨
抄
の
性
質
を
明
か
に
す
る
こ
と
。

（
註
三
十
）

以
上
の
一
二
つ
の
方
法
が
考
へ
ら
れ
る
が
、
併
し
こ
の
中
、
第
一
の
方
法
は
永
嚴
の
偉
記
が
猫
＃
詳
細
に
知
ら
れ
得
る
の
み
で
、
悪
什
の

仲
肥
は
今
日
の
と
こ
ろ
僅
か
に
断
片
的
に
覗
ひ
得
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
た
め
に
、
こ
の
方
法
の
み
を
以
て
先
き
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と

は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
從
っ
て
こ
の
方
法
は
、
第
二
、
第
一
二
の
方
法
に
餐
料
を
提
供
す
る
程
度
の
補
助
方
法
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
な

、
い
・
本
小
論
に
於
て
は
、
保
延
元
年
よ
り
保
延
六
年
に
わ
た
っ
て
悪
什
が
口
述
せ
る
「
勝
語
集
」
二
巻
（
大
正
大
識
經
第
七
十
八
巻
收
載
）

を
参
照
す
る
に
と
ど
め
る
。

、

第
二
の
方
法
は
、
永
嚴
抄
、
悪
什
抄
の
問
題
を
明
か
に
す
る
に
、
最
も
有
力
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
岡
像
妙
が
、
一
般
に
諸
尊
圖
像
集

成
の
歴
史
に
於
て
如
何
な
る
地
位
を
占
め
る
か
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
共
に
、
更
に
旗
く
一
般
に
、
藤
原
期
よ
り
鎌
倉
期
に
か

け
て
の
岡
像
集
成
の
事
業
の
歴
史
的
な
發
展
と
、
そ
れ
の
有
つ
美
術
史
的
並
び
に
精
神
史
的
意
味
を
明
か
な
ら
し
め
得
る
も
の
と
し
て
、

興
味
あ
る
方
法
で
あ
る
。
併
し
、
こ
れ
は
他
日
に
完
成
を
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
、
本
小
論
に
於
て
は
、
便
宜
上
「
四
家
妙
岡
像
」

（
大
正
大
赦
經
岡
像
第
一
二
巻
收
赦
）
を
諭
誰
の
養
料
と
し
て
参
照
す
る
。
そ
れ
は
、
「
四
家
紗
岡
像
」
に
は
「
悪
什
記
云
」
と
し
て
引
用
し

て
ゐ
る
個
所
が
相
當
多
堂
に
あ
る
上
に
，
そ
の
引
用
中
に
は
、
興
味
あ
る
示
唆
を
與
へ
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
三
の
方
法
健
凹
通
寺
本
が
大
正
大
藏
經
の
岡
像
部
に
印
行
さ
れ
、
常
樂
院
本
が
大
日
本
佛
教
全
書
の
別
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
ゐ

る
た
め
に
、
斌
も
手
近
か
な
方
法
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
一
は
永
厳
抄
系
の
爲
本
と
し
て
完
術
せ
る
最
も
古
い
も
の
で
あ
り
、
他
は
悪
什

抄
系
の
爲
本
と
し
て
完
術
せ
る
妓
古
の
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
岡
像
妙
の
諸
種
の
爲
本
を
比
較
研
究
す
る
た
め
の
基
礎
を
な
す
も
の
と
し

「
岡
像
紗
．
」
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て

I

一
一
〈
一
二

、

I ､

、



－

I

I

、

常
樂
院
本
と
凹
通
寺
本
と
に
つ
い
て
の
諸
家
の
見
解
を
こ
こ
に
摘
録
す
れ
ば
、

（
註
二
十
ご

小
田
慈
舟
氏
は
、
「
別
尊
雑
記
」
等
に
悪
什
の
説
と
し
て
引
用
せ
る
所
が
、
雨
嘉
本
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
雨
篤
本
と
も
に

悪
什
の
作
で
あ
っ
て
、
永
嚴
の
作
で
は
あ
る
ま
い
と
言
ふ
。
併
し
、
「
別
尊
雑
記
」
等
に
悪
什
の
説
と
し
て
引
用
せ
る
個
所
が
雨
篇
本
と

一
致
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
雨
篤
本
と
も
に
悪
什
作
と
見
な
す
芦
」
と
は
許
さ
れ
な
い
。
何
故
な
ら
、
「
別
尊
雑
記
」
に
悪
什
の
説

と
し
て
引
用
せ
る
所
は
、
小
野
玄
妙
氏
が
永
厳
抄
系
の
篤
本
と
見
な
し
て
ゐ
る
凹
通
寺
本
と
も
一
致
す
れ
ば
、
ま
た
悪
什
抄
系
と
見
な
し

て
ゐ
る
常
樂
院
本
と
も
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。

小
野
玄
妙
氏
は
、
先
に
も
述
べ
た
如
く
、
凹
通
寺
本
は
醍
醐
寺
本
の
前
九
巻
と
一
致
す
る
所
か
ら
當
然
永
厳
抄
で
あ
る
と
考
へ
、
常
樂

院
本
は
，
古
筆
の
部
分
に
つ
い
て
い
へ
ば
、
永
厳
抄
で
あ
る
ら
し
い
が
、
後
日
校
合
補
篤
せ
る
部
分
、
特
に
多
量
の
裏
書
を
具
せ
し
め
た

結
果
、
永
嚴
抄
な
ら
ざ
る
も
の
と
な
っ
て
、
黄
質
的
に
悪
什
抄
に
な
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
ら
う
と
老
へ
る
。
即
ち
、
雨
種
の
本
を
比
較
す

る
に
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
結
構
と
い
ひ
、
引
擦
の
文
と
い
ひ
、
大
差
は
な
い
様
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
併
し
、
些
細
に
検
す

る
と
可
な
り
の
異
錨
が
あ
っ
て
、
各
尊
法
の
初
に
岡
出
さ
れ
て
ゐ
る
三
味
耶
形
な
ど
に
可
な
り
の
出
入
が
あ
り
、
裏
書
は
永
厳
抄
系
の
本

一
六
四

て
、
何
よ
り
も
先
づ
必
須
な
仕
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
小
論
で
は
、
こ
の
方
法
に
基
い
て
永
嚴
抄
悪
什
抄
の
問
題
の
解
明
に
一

つ
の
寄
與
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

誰
三
十
永
雌
の
俳
記
に
つ
い
て
は
註
三
を
参
照
。

四
常
樂
院
本
，
と
固
迦
寺
本

１
ｌ
け

’

、

'

グ



、

に
少
な
い
の
に
反
し
、
悪
什
抄
系
の
本
に
は
雀
た
多
く
、
特
に
第
七
巻
の
観
音
部
に
於
て
、
水
月
観
音
、
楊
柳
観
音
の
二
算
法
、
及
び
千

手
槻
昔
の
四
十
手
持
物
は
、
醍
醐
寺
本
、
凹
通
寺
本
等
に
鉄
け
て
ゐ
る
の
み
で
な
く
、
常
樂
院
本
に
於
て
も
、
そ
の
古
篤
の
部
分
に
は
こ

れ
を
炊
き
、
新
篇
を
以
て
補
っ
て
ゐ
る
、
こ
れ
は
も
と
永
厳
抄
に
な
か
っ
た
も
の
を
、
悪
什
抄
で
附
加
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
、
と
推
論

し
て
ゐ
る
・

（
賊
二
十
号

春
山
武
彦
氏
は
小
野
玄
妙
氏
の
所
論
を
毛
の
ま
Ｌ
蹄
製
し
て
ゐ
る
・

雨
篤
本
を
海
際
に
調
べ
て
み
た
結
果
は
、
小
野
玄
妙
氏
の
所
論
が
肯
緊
に
當
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
思
は
し
め
る
。
本
論
に
於
て
は
、
凹
通

寺
本
は
永
嚴
抄
系
の
篇
本
で
あ
り
、
常
樂
院
本
は
悪
什
抄
系
の
篤
本
で
あ
ら
う
と
の
想
定
の
下
に
、
雨
爲
本
を
比
較
し
つ
Ｌ
、
更
に
「
四

家
妙
岡
像
」
に
「
悪
什
記
一
言
と
し
て
引
用
せ
る
所
を
参
照
し
つ
上
、
問
題
に
棟
討
を
加
へ
て
み
る
こ
と
と
す
る
・

註
三
十
一
佛
番
解
説
大
辞
典
「
十
巻
抄
」
の
弧
。
・

註
三
十
二
赤
山
武
彦
氏
「
密
教
の
佛
像
佛
弦
」
三
（
佛
教
考
古
學
誹
座
第
十
五
巻
頁
二
○
八
）

印
玄
普
篤
の
凹
通
寺
本
は
、
十
巻
全
部
完
備
し
て
ゐ
る
上
に
、
罵
本
も
立
派
で
あ
り
、
色
彩
の
施
さ
れ
た
見
事
な
善
本
で
あ
る
。
（
大

正
岡
像
木
は
、
凹
通
寺
本
を
印
行
す
る
に
、
岡
像
の
部
分
は
色
刷
で
出
し
て
ゐ
る
が
、
本
文
の
部
分
は
篇
眞
版
で
示
さ
ず
に
活
字
に
移
し

て
ゐ
る
た
め
に
，
爲
本
と
し
て
の
性
質
を
粕
↑
明
瞭
に
し
得
な
い
憾
み
か
あ
る
。
）

常
樂
院
本
は
、
筆
者
は
叡
愈
（
興
正
菩
薩
）
と
他
二
人
で
あ
っ
て
．
山
緒
の
明
か
な
も
の
で
あ
り
、
叡
尊
に
つ
い
て
は
、
繪
を
善
く
す
る

「
岡
像
妙
」
の
編
纂
泄
椎
に
つ
竺
」
二
〈
五

、

五
雨
爲
本
の
異
同
と
四
家
紗
川
像

1

’



I

夕

一
一
〈
一
〈

と
い
ふ
事
が
謝
普
に
見
へ
て
ゐ
る
程
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
常
樂
院
本
の
佃
様
は
決
し
て
優
乖
と
は
言
ひ
得
な
い
。
む
し
ろ
間
柄
は
疎
略

で
あ
り
、
兼
雌
も
稚
拙
で
あ
る
。
特
に
各
愈
の
顔
容
な
ど
、
こ
れ
を
剛
通
寺
本
と
比
較
す
れ
ば
仏
だ
拙
劣
で
あ
る
。
そ
の
上
に
、
常
樂
院

本
は
岡
に
彩
色
を
施
さ
ず
に
、
「
紺
」
と
か
「
肉
白
色
」
と
か
、
咽
の
横
に
注
記
し
て
色
彩
を
示
す
に
止
ま
り
，
如
何
に
も
忽
交
の
間
の

番
為
で
あ
る
こ
と
が
窺
は
れ
る
。
そ
の
本
文
の
普
篤
に
し
て
も
、
文
章
の
行
を
分
ち
段
落
を
つ
け
る
に
、
意
味
の
理
解
な
し
に
行
っ
て
ゐ

る
か
と
思
は
れ
る
個
所
が
多
を
存
在
し
て
ゐ
る
。
ｂ

こ
の
様
に
、
篤
本
と
し
て
の
性
質
に
は
祁
等
優
劣
の
差
が
認
め
ら
れ
る
が
、
と
上
で
は
、
そ
れ
を
度
外
硯
し
て
、
専
ら
雨
考
の
内
容
上

の
異
同
を
検
討
す
る
。

一
、
裏
書
に
つ
い
て
・

イ
雨
嘉
本
と
も
に
同
じ
裏
書
の
あ
る
も
の
、
‘

（
註
三
十
三
）

十
三
、
佛
眼
、
十
四
、
奪
勝
佛
頂
、
一
三
、
法
花
經
法
、
二
四
、
孔
推
經
、
四
二
、
五
字
文
殊
、
七
二
、
多
雑
菩
薩
，
七
八
、
不
動

明
王
、

種
側
通
寺
本
に
の
み
裏
書
が
あ
っ
て
、
常
樂
院
本
に
炊
け
て
ゐ
る
も
の
，

十
一
、
一
宇
金
輪
、
十
二
、
大
佛
頂
法
、
二
○
、
四
天
王
像
法
、

ｊ〈
常
樂
院
本
に
の
み
裏
書
が
あ
っ
て
、
凹
通
寺
本
に
妖
け
て
ゐ
る
も
の
、

十
五
、
藥
師
如
來
、
十
六
、
善
名
稻
吉
群
王
如
來
、
二
○
、
仁
王
經
、
二
九
、
五
大
虚
室
藏
菩
薩
、
一
三
、
普
賢
延
命
菩
薩
、
一
二
一
、

八
字
文
殊
、
三
四
、
愛
染
明
王
、
三
七
、
大
随
求
菩
薩
、
三
九
、
彌
勒
菩
薩
、
四
四
、
持
世
菩
薩
、
七
二
、
多
羅
菩
薩
、
七
六
、
青

１
１

Ⅱ

● 蛭



｜
ｏ
ｆ

ﾀ

0

頚
槻
昔
、
八
三
、
降
三
世
，
八
四
，
軍
茶
利
、
八
五
、
大
威
徳
、
八
六
、
金
剛
夜
叉
、
八
七
、
無
能
勝
明
王
、
八
八
、
歩
郷
明
王
．

一
○
一
、
撤
喜
墜
身
法
，
一
○
二
、
吉
群
天
女
，
一
○
六
、
鳩
摩
雑
天
、
一
○
七
、
東
方
天
一
○
九
、
西
方
天
，
一
二
、
帝
樺
、

一
二
四
、
摩
利
支
菩
薩
、
二
二
、
水
天
供
法
、
・
二
面
、
北
斗
法
、
二
一
五
、
焔
臓
天
、
二
一
八
、
深
沙
榊
、
一
四
一
、
大
聖
芙

祁
法
、
（
こ
の
外
、
常
諜
院
本
は
第
六
巻
に
於
て
、
巻
末
に
裏
書
を
七
つ
集
め
て
記
載
し
て
ゐ
る
・
）

二
、
本
文
及
び
朱
筆
に
つ
い
て
・

勺
常
樂
院
本
に
存
在
す
る
本
文
の
一
部
又
は
朱
筆
の
一
部
が
、
回
通
寺
本
に
於
て
鉄
け
て
ゐ
る
も
の
、

●

十
、
天
鼓
笛
音
如
來
，
土
一
一
、
佛
脹
、
十
五
，
藥
師
如
來
、
二
○
、
仁
王
經
、
一
面
、
孔
雀
經
、
二
九
、
五
大
虚
空
職
菩
薩
、
一
三
，

普
賢
延
命
菩
薩
、
一
三
ハ
、
大
勝
金
剛
、
三
七
、
大
随
求
菩
薩
、
五
三
、
馬
鴫
菩
薩
、
六
○
、
七
供
低
佛
母
、
六
一
、
如
意
輪
，
六
八
、

不
室
霜
素
、
七
一
、
白
衣
、
七
四
、
大
勢
至
、
七
八
、
不
動
明
王
、
一
○
二
、
多
聞
天
、
二
二
、
水
天
供
法
、
（
水
月
観
音
、
楊

柳
観
音
の
二
奪
法
、
及
び
干
手
槻
昔
の
四
十
手
持
物
は
‘
回
通
寺
本
は
勿
論
、
常
樂
院
本
に
於
て
も
そ
れ
の
古
篤
の
分
に
は
こ
れ
を

峡
き
、
新
潟
を
以
て
補
っ
て
ゐ
る
・
）

も

三
、
岡
に
つ
い
て
・

イ
常
樂
院
本
は
馬
頭
画
一
葉
の
中
の
一
葉
、
及
び
氷
掲
雑
天
画
一
葉
の
中
の
一
葉
（
凹
通
寺
本
に
「
書
本
無
此
像
。
然
而
南
勝
院
本
有

・
之
。
仙
人
之
了
。
」
と
あ
る
一
葉
）
を
訣
き

ロ
叫
通
寺
本
は
太
元
明
王
岡
二
葉
の
中
の
一
葉
（
常
樂
院
本
に
「
是
小
栗
仙
像
也
」
の
注
払
あ
る
一
葉
）
を
欲
く
。
（
大
正
岡
像
本
は
、

こ
の
一
葉
を
醍
刷
寺
本
を
以
て
補
っ
て
ゐ
る
・
）

「
側
微
妙
」
の
編
纂
迦
腱
に
つ
い
て
〆
二
〈
七

’
'

１
１

I
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I

〆

一
六
八

四
ｂ
四
家
妙
咽
像
と
の
關
係
に
つ
い
て
、

イ
四
家
妙
岡
像
に
「
悪
什
記
云
」
と
し
て
引
用
せ
る
記
述
が
、
常
樂
院
本
に
も
凹
通
寺
本
に
も
見
出
さ
れ
て
‐
三
者
全
く
一
致
す
る
も

の
ｂ

二
四
‐
孔
推
經
、
七
八
、
不
動
明
王
、
八
三
、
降
三
世
、
八
四
、
軍
茶
利
、
八
六
、
金
剛
夜
叉
、
八
七
、
無
能
勝
明
王
、
九
○
、
鳥

遜
澁
唯
明
王
，
九
六
、
太
元
明
王
。

伊
四
家
妙
岡
像
に
「
悪
什
記
云
」
と
し
て
引
用
せ
る
記
述
が
，
常
樂
院
本
に
の
み
見
出
さ
れ
て
、
凹
通
寺
本
に
峡
け
て
ゐ
る
も
の
、

七
八
、
不
動
明
王
‘
・

以
上
，
雨
篤
本
の
異
同
を
概
観
し
た
が
、
今
そ
の
要
旨
を
摘
出
し
て
、
常
樂
院
本
の
特
徴
を
み
る
に
、

一
、
常
樂
院
本
は
裏
書
が
非
常
に
多
趣
で
あ
る
こ
と
、

二
①
観
音
部
に
於
て
新
篇
の
補
足
に
よ
る
二
奪
法
等
の
あ
る
こ
と
、

●

三
、
四
家
妙
岡
像
に
「
悪
什
記
云
」
と
し
て
引
用
せ
る
記
述
の
中
、
唯
一
箇
所
で
は
あ
る
が
、
常
樂
院
本
に
の
み
見
出
さ
れ
て
、
皿
通

寺
本
に
峡
け
て
ゐ
る
も
の
の
あ
る
こ
と
。

４

私
が
こ
こ
に
弧
調
し
た
い
の
は
、
こ
の
常
樂
院
本
の
特
徴
の
中
、
第
三
の
特
徴
で
あ
る
，
即
ち
、
こ
の
第
三
の
黙
を
通
し
て
、
常
樂
院

本
と
凹
通
寺
本
と
の
相
異
の
所
以
を
明
か
に
し
、
悪
什
抄
と
永
嚴
抄
と
の
成
立
過
程
を
推
究
し
得
る
と
思
ふ
か
ら
で
あ
る
。
“

「
四
家
妙
岡
像
」
の
不
動
明
王
数
葉
の
中
、
第
一
四
二
岡
に
は
、
岡
の
右
側
に

悪
什
記
云

込

ゾ

■
■
■
■
■

ｌ
ｂ
１
冊
■
Ｉ
ｌ



－

百
光
房
如
法
堂
不
動
張
後
被
註
此
尊
房
主
之
不
動
尊
云
食
．

と
あ
り
、
第
一
四
三
岡
に
は
、

〆

悪
什
記
云

花
林
房
随
意
員
茶
羅
中
有
此
愈

と
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
「
悪
什
記
一
否
と
し
て
の
引
用
句
は
、
凹
通
寺
本
に
は
全
然
峡
け
て
ゐ
る
が
、
常
樂
院
本
に
は
裏
書
と
し
て
存
在

（
姓
三
十
四
）

し
て
ゐ
る
。

「
四
家
妙
岡
像
」
が
悪
什
抄
の
原
本
（
若
く
は
悪
什
抄
の
何
等
か
の
爲
本
）
か
ら
「
悪
什
記
云
」
と
し
て
引
用
し
た
文
句
が
、
．
凹
通
寺

本
（
、
氷
嚴
抄
系
本
）
に
鉄
け
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
即
ち
、
悪
什
抄
が
永
厳
抄
よ
り
そ
の
内
容
に
於
て
豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
こ
の
亜
符
抄
が
そ
の
内
容
に
於
て
、
氷
厳
抄
よ
り
豊
富
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
先
き
に
梁
げ
た
常
樂
院
本

の
第
一
，
第
二
の
特
徴
を
も
説
明
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
即
ち
、
悪
什
抄
が
氷
厳
抄
よ
り
内
容
に
於
て
粕
↑
豊
富
で
あ
っ
た
た
め
に
、
こ

れ
を
裏
普
に
よ
っ
て
、
或
は
新
篇
に
よ
っ
て
補
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
唯
‐
こ
こ
に
疑
問
と
し
て
残
る
こ
と
は
、
一
、

そ
れ
で
は
常
樂
院
本
は
も
と
ノ
ー
永
厳
抄
で
あ
っ
た
の
か
，
二
、
悪
什
抄
の
豊
富
な
部
分
が
、
凡
て
裏
書
や
新
嘉
を
以
て
記
さ
れ
て
ゐ
る

の
は
何
故
で
あ
る
か
。
こ
の
裏
書
や
新
潟
の
部
分
が
凡
て
本
文
と
し
て
存
在
し
て
ゐ
た
如
き
悪
什
抄
が
も
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。

ｌ
今
日
の
と
こ
ろ
、
私
は
も
蜂
こ
れ
等
の
疑
問
に
答
へ
る
こ
と
が
出
來
ｆ
・

唯
‐
私
を
し
て
憶
測
を
暹
し
う
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「
相
永
尊
法
等
目
録
」
の
付
錯
や
亮
観
の
記
事
の
い
ふ
如
く
、
悪
什

は
恐
ら
く
、
勅
を
奉
じ
た
永
厳
の
許
で
岡
像
妙
の
撰
集
を
捲
當
し
、
そ
こ
で
、
一
本
を
完
成
し
た
で
あ
ら
う
。
併
し
，
法
流
の
争
ひ
に
ょ

Ｑ

「
圃
像
妙
」
の
編
纂
過
椛
に
つ
い
て
こ
く
九

Ｉ 1

1

I

1



’、

P

一
七
○

宙

っ
て
糊
修
寺
に
去
り
＄
そ
こ
で
新
た
に
岡
像
紗
十
催
を
撰
述
し
た
。
併
し
、
密
教
の
事
祁
に
詳
し
い
悪
什
は
、
こ
の
新
た
な
る
糊
纂
に
営

っ
て
、
（
永
厳
に
對
抗
す
る
意
味
か
ら
も
、
）
彼
の
智
識
を
傾
け
て
前
著
よ
り
は
豊
か
な
内
容
を
有
っ
た
一
書
を
作
製
し
た
で
あ
ら
う
。
こ

の
豊
か
に
さ
れ
た
内
容
の
部
分
が
、
常
樂
院
本
に
於
て
は
多
亜
の
裏
書
や
新
篇
に
よ
る
袖
足
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
私
は
、
併
し
こ
の
憶
測
を
全
く
根
蝶
な
し
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
。
私
の
憶
測
を
幾
ら
か
で
も
根
擴
あ
ら
し
め
る
た
め
に
、
悪
州
の
經

歴
を
考
へ
、
彼
の
箸
「
勝
語
集
」
二
絵
と
岡
像
妙
と
の
聯
關
を
老
祭
す
る
こ
と
と
す
る
・

註
三
十
三
数
字
は
、
大
正
岡
像
本
に
於
け
る
各
錬
像
の
岡
版
番
雛
で
あ
る
。

註
三
十
四
こ
の
雨
不
動
肌
主
像
に
於
け
る
註
記
は
、
別
疎
雑
氾
（
大
正
剛
像
錐
三
、
互
一
宝
三
、
三
五
否
に
も
全
く
同
様
に
悪
什
の
舵
と
し
て
引

用
さ
れ
て
ゐ
る
。
別
尊
雑
記
の
著
者
心
兇
は
、
法
流
の
上
で
は
永
厳
と
同
じ
保
毒
院
流
を
栗
け
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
著
書
に
は
十
巻
抄
の
殆

ん
ど
全
部
を
、
悪
什
の
詫
と
し
て
引
川
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
こ
の
雨
不
動
明
王
像
の
註
記
が
、
別
奪
雑
記
に
も
そ
の
ま
Ｌ
引
朋
さ
れ
て

ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
極
め
て
注
意
す
べ
き
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
白

六
悪
什
の
經
歴
と
「
勝
語
集
」

悪
什
は
京
都
の
人
、
中
納
言
術
書
粂
杣
八
世
信
挫
守
伊
綱
の
子
で
あ
り
、
字
を
勝
定
、
謹
を
齊
朝
（
又
は
最
朝
）
と
い
ひ
、
後
に
勅
し

（
姓
三
十
五
）

て
悪
什
（
慧
什
）
と
改
め
、
世
に
信
濃
阿
間
梨
、
叉
は
鐸
王
寺
入
寺
と
講
す
と
い
ふ
。

．
（
註
三
十
六
）
，

悪
什
の
法
脈
に
つ
い
て
は
、
「
血
脈
類
集
記
」
第
四
に
、

淳
祓
ｌ
眞
職
ｌ
雅
眞
ｌ
儒
海
僻
澱
蝋
議
推
一
人
．
難
瀞
鯛
ｌ
芳
源
報
劉
二
ｌ
悪
什
蕊
蕊
振
ｌ
相
墨
蕊

:I



ー

、

､

（
注
三
十
七
）
．
．

と
あ
り
、
「
野
澤
血
脈
集
」
第
一
に
も

悪
什
阿
悶
梨
舞
搾
胎
藏
血
脈
云

と
あ
っ
て
、
安
華

に
宗
寛
が
あ
る
。

花
藏
院
流

聖
悪
ｌ
寛
暁
ｌ
宗
幾
晦
醗
辮
蕊
鯛
蝋
繋
触
職
蕊
灘
撫
諭
懲
烈
蕊
。
ｌ
濟
荘
ｌ
〔
略
〕

術
、
「
血
脈
類
集
記
」
第
四
に
は
、
白
河
院
の
第
二
宮
二
品
法
親
王
（
法
名
異
念
、
後
懸
行
と
改
め
ら
れ
る
）
が
寛
治
六
年
（
一
七
五
二
）

（
注
三
十
九
）

一
二
月
九
日
仁
和
寺
観
音
院
に
於
て
寛
表
郷
美
術
都
に
よ
り
雨
部
傅
澪
樅
噸
職
位
を
授
け
ら
れ
た
時
暴
岨
衆
士
ハ
の
中
に
「
最
朝
入
寺
」
と
あ

り
，
十
弟
子
の
中
に
「
永
厳
軒
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

宜
淳
の
「
明
矢
石
論
」
第
二
一
、
及
び
呆
賓
の
「
我
慢
抄
」
、
義
喪
の
「
推
勝
述
記
」
等
に
よ
れ
ば
、
悪
什
は
天
仁
元
年
（
一
七
六
八
）
に

「
仰
教
大
師
受
法
不
審
」
な
る
一
書
を
著
は
し
て
、
最
澄
の
密
教
雛
Ⅸ
受
法
に
つ
い
て
、
賓
料
を
蕊
げ
て
不
審
の
黙
を
絶
し
た
。
こ
れ
に

對
し
て
大
台
の
方
か
ら
は
、
翌
年
府
院
屋
一
声
職
下
司
職
藥
稚
艸
（
或
は
松
階
層
喋
源
と
も
い
き
が
「
天
食
示
遮
那
潅
業
破
邪
辨
正
記
」
二

「
岡
像
紗
」
の
編
纂
過
幟
に
つ
い
て
一
七
一

大
日
ｌ
金
手
ｌ
掬
多
ｌ
無
畏
ｌ
玄
超
１
ｍ
巣
ｌ
弘
法
ｌ
眞
雅
ｌ
源
仁
ｌ
聖
賓
ｌ
槻
賢
ｌ
淳
祓
ｌ
眞
頼
ｌ
雅
眞
Ｉ
暦
海
Ｉ
修
仁
ｌ
増
蓮
Ｉ

芳
源
ｌ
悪
什
丈ハシ

ノ
モ

但
金
界
如
二
通
途
所
傅
壬
尤
淳
耐
以
下
與
レ
今
同
也
。

ニ
ノ

ノ

ノ

ニ

ア

石
山
内
供
丼
悪
什
血
脈
雨
部
各
別
仰
。
大
師
相
承
旨
戦
し
之
。
定
有
二
子
細
一
鍬
。

（
註
三
十
八
）

て
、
安
養
房
芳
源
の
脈
略
を
繼
ぎ
、
法
曼
院
相
資
に
法
を
徳
へ
て
ゐ
る
。
術
、
「
野
澤
血
脈
集
」
第
二
一
に
よ
れ
ば
、
悪
什
の
付
法

’
1

1

、

I



－

ﾛ~

､

I

$

p

一
七
二

巻
（
略
し
て
「
破
邪
辨
正
記
」
）
を
著
し
て
悪
什
の
肥
を
破
稗
せ
ん
と
し
、
更
に
厳
勝
も
悪
什
の
勘
文
を
み
て
、
「
對
破
蛾
人
誹
誘
組
師
紀
」

一
巻
を
作
っ
て
、
悪
什
の
勘
文
を
引
い
て
破
輝
せ
ん
と
し
た
。
こ
れ
に
對
し
て
更
に
東
密
側
か
ら
は
，
呆
喪
が
「
我
慢
抄
」
一
雀
を
以
て
、

義
賓
が
「
推
勝
述
記
」
一
糧
（
内
題
「
東
寺
山
門
對
辨
抄
」
）
を
以
て
駁
論
を
書
い
た
。

（
姓
四
才
）

「
推
勝
述
記
」
の
第
一
頁
に

而
今
山
門
末
學
嚴
勝
法
師
毒
癖
娠
孵
所
述
有
し
號
二
對
破
職
人
誹
誘
組
師
記
屯
就
二
伸
教
大
師
消
息
一
畢
二
悪
什
悶
梨
葎
轆
勘
文
一
具
設
二
會

輝
一
柾
成
二
立
義
一
云
云

（
肱
四
十
ご

と
あ
り
、
ま
た
書
中
に

力

但
悪
什
勘
文
依
レ
不
二
周
備
毛
嚴
勝
矯
乱
倍
輔
鍬
。
佃
今
術
二
弘
法
大
師
記
文
並
山
家
諸
師
連
鶉
↓
先
推
二
凱
吹
對
破
↓
次
辨
二
雨
門
優
劣
毛

（
注
四
十
二
）

ま
た
悪
什
は
、
嘉
昨
二
年
（
一
七
六
七
）
堀
河
天
皇
崩
御
の
時
、
束
密
と
し
て
最
初
の
光
明
眞
言
法
を
修
し
た
。

尚
、
悪
什
の
仰
記
の
上
で
興
味
あ
る
こ
と
は
、
彼
が
鳥
羽
僧
正
兇
献
と
密
接
な
關
係
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
醍
醐
寺
所

藏
の
「
八
大
明
王
岡
像
」
の
二
本
（
大
正
間
像
第
六
巻
及
び
日
本
國
喪
全
集
第
五
十
五
卿
）
の
奥
書
に
よ
っ
て
明
か
に
知
ら
れ
る
。
そ
の

中
の
良
慶
本
と
孵
せ
ら
れ
る
一
本
の
奥
書
を
記
す
と

・
保
安
元
年
七
月
廿
六
日
以
前
店
院
傳
本

令
篤
了
山
席
主
仁
豪
爲
律
師
之
時

以
忠
豪
供
奉
令
爲
本
也
後
三
井

、
、

寺
兇
猷
法
橋
潤
色
所
被
篇
也
彼
忠
豪

Ｌ
Ｉ



一

I

、

4

と
上
に
齊
朝
と
あ
る
の
は
、
最
朝
即
ち
悪
什
の
こ
と
で
あ
り
，
そ
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
，
忠
豪
供
奉
の
爲
本
の
筆
賊
が
疎
略
で
あ
る

●

た
め
に
、
改
め
て
尭
猷
法
橋
に
潤
色
し
て
こ
れ
を
篇
さ
せ
た
と
い
ふ
の
で
あ
り
，
興
味
あ
る
一
挿
話
で
な
け
れ
ば
左
ら
な
い
・
術
、
こ
の
、

奥
普
に
よ
っ
て
、
保
安
元
年
（
一
七
八
○
）
に
は
，
悪
什
が
東
寺
に
ゐ
た
こ
と
を
知
り
得
る
。

「
兇
榔
紗
」
仁
王
經
上
（
大
正
岡
像
第
四
巻
頁
二
八
五
）
の
次
の
記
事
も
亦
、
悪
什
が
梵
猷
と
相
識
っ
て
ゐ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。

、
、

、
、

、
、

右
五
方
曼
茶
羅
者
、
・
大
師
御
筆
也
、
（
中
略
）
共
後
佛
師
某
博
之
、
後
奉
渡
三
井
尭
肺
僧
正
腸
（
④
悪
什
云
正
本
兇
猷
僧
正
被
持
）
以

件
本
三
賓
院
僧
正
爲
止
、
（
下
略
）
。

件
本
三
賓
院
僧
正
篇
止
、

次
に
悪
什
の
著
作
と
し
て
は

岡
像
妙
（
奪
容
妙
）
十
巻

勝
語
集
二
巻

印
信
謬
譜

筆
疎
故
也

撚
拾
悉
蛙
思
惟
要
決
紗
三
巻

立
印
軌
妙

五
秘
密
口
決

「
岡
像
妙
」
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て

、
、

東
寺
齊
朝
記良

慶
之

ｌ
ｌ
０
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
刈
画
■
可
Ｉ
Ｊ
■
可

一
七
三

、 1

今

~

0

1

」
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等
が
梁
げ
ら
れ
る
。

〃
こ
の
中
「
勝
語
集
」
二
巻
は
，
保
延
元
年
十
二
月
か
ら
保
延
六
年
に
至
る
冊
に
、
輝
迦
院
自
證
房
兇
印
（
承
徳
元
年
一
七
五
七
ｌ
長
寛

二
年
一
八
二
四
）
が
勝
定
房
悪
什
の
邊
に
於
て
受
習
し
た
事
を
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
保
延
五
、
六
年
は
永
嚴
が
岡
像
妙
を
鳥
羽
上
皇

に
草
推
し
た
年
で
あ
る
か
ら
し
て
、
若
し
も
悪
什
が
、
「
州
承
奪
法
等
目
録
」
や
亮
槻
法
印
の
記
事
の
示
す
如
く
、
岡
像
妙
草
進
の
事
業

に
携
っ
て
ゐ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
保
延
六
年
迄
の
談
話
筆
記
た
る
「
勝
語
集
」
に
は
、
そ
の
内
容
に
於
て
、
．
岡
像
紗
と
相
一
致
す
る
も
の

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

尤
も
「
勝
語
集
」
・
の
奥
書
に
は
、

本
批
云
、

、
、
、
．
、
、
、
℃

篇
本
記
云
。
長
寛
元
年
四
月
上
旬
。
以
輝
迦
院
御
草
本
藷
蔀
同
比
蒙
許
了
。
命
云
。
先
年
於
勝
定
房
邊
受
習
間
。
聞
事
等
悉
是
後
十

、
、
、
、
、
、
、
、

巻
抄
外
事
等
注
之
也
云
云
、

建
丞
一
年
ｍ
五
月
四
日
於
高
野
山
中
院
紙
窓
書
篤
之
了
。
此
抄
尤
至
要
事
也
。
尤
可
秘
之
。
回
遜

承
仁
元
年
十
月
七
日
夜
竿
燈
下
書
之
金
剛
餐
良
脚
《

Ｑ

同
次
日
雨
中
米
鮎
了
同
日
一
校
了

〔
略
〕

と
あ
っ
て
、
勝
語
集
に
は
十
巻
抄
以
外
の
事
が
多
く
語
ら
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
併
し
、
悉
く
が
十
雀
抄
以
外
の
差
」
と
で
は
な
く
，
十
犠

抄
と
相
一
致
す
る
部
分
も
少
く
な
い
。
殊
に
、
わ
ざ
ｊ
、
こ
と
わ
っ
て
十
巻
抄
外
の
事
を
記
す
と
言
っ
て
ゐ
る
の
が
、
却
っ
て
、
悪
什
が

’’

’一
七
四

一
七
四

●



－

十
繼
抄
に
關
係
し
て
ゐ
た
こ
と
を
裏
書
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

勝
語
集
は
談
話
を
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
一
定
の
順
序
も
な
く
雑
然
と
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
こ
れ
を
整
理
し
て
岡

像
妙
と
對
照
し
て
み
る
に
、
諸
尊
の
梵
號
、
密
號
，
種
子
、
三
形
或
は
所
引
の
儀
軌
等
に
於
け
る
一
般
的
な
一
致
は
姑
く
こ
れ
を
省
略
し

、
、

て
も
‐
密
教
史
乃
至
美
術
史
上
の
具
髄
的
事
黄
の
記
述
に
於
て
互
に
相
一
致
す
る
部
分
が
相
當
に
あ
り
、
こ
の
側
面
だ
け
を
摘
録
對
照
し

て
も
次
の
様
な
結
果
と
な
る
。

（
雌

一
三
、
佛
眼

、
、
、

種
子
〔
梵
字
一
宇
〕
字
鍵
成
金
剛
眼
形
〔
岡
略
〕
是
出
石
山
内

、・
供
金
剛
界
次
第

又
〔
梵
字
一
宇
〕
字
爲
種
子
。
三
昧
形
五
眼
在
光
童
中
是
出

、
、
長
慶
君
謹
峨
次
第

二
二
、
六
字
經
法

、
、
、

本
尊
愛
茶
雑
有
多
種
。
一
者
醍
醐
方
所
用
。
中
奪
一
宇
金
輪
。

、
、
、
・

周
匝
安
六
槻
昔
。
其
裡
音
形
侠
持
物
未
知
本
説
。
法
成
寺
被
造

、
、
、
、

遡
音
之
剋
。
仁
海
律
師
勘
文
云
。
依
先
師
所
仰
注
進
三
一
其
文

「
囲
像
妙
」
の
緬
纂
過
程
に
つ
い
て

I
I

岡
像
紗

Ｉ
、
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
１
１
ｌ

（
保
延
五
年
二
月
十
六
日
の
條
）

六
字
愛
茶
雑
事

、
、
、

、
、
、
℃
、

〔
梵
字
及
岡
略
〕
成
僧
都
自
筆
梵
字
本
如
此
。
成
僧
都
從
貞
観

、寺
之
經
藏
得
之
・
〔
梵
字
一
宇
〕
字
如
何
。
若
室
鮎
消
失
欺
。
此

一
七
五

（
保
延
元
年
十
二
月
十
一
日
の
條
）

佛
眼
種
子
三
形
事

ｂ
ｂ
も
ｂ

〔
梵
宇
一
宇
〕
〔
岡
略
〕
雌
耗
却
獅
雌
金

〔
梵
字
一
宇
〕
二
一
形
有
光
壷
中
継
潅
華
蝿

勝
語
集

1

1



「
４
■
且

一

％

偽

、
、
、

可
蔀
之
。
貞
観
寺
經
藏
有
種
子
曼
茶
雑
。
〔
略
〕
以
〔
梵
字
一
宇
〕

、
、
、
、
、
、
、

爲
種
子
之
條
未
見
本
説
。
成
尊
僧
都
自
以
貞
観
寺
本
所
醤
嘉
本
。

紙
一
枚
有
種
子
七
字
。
〔
略
〕
・
・

三
九
、
彌
勒
菩
薩

、
、

翰
此
印
用
〔
略
〕
眞
言
也
。
是
依
法
皇
金
剛
界
次
第
鰍
。
此
眞

、
、

言
無
説
所
也
。
安
然
云
。
梵
號
加
種
子
井
埖
ソ
ハ
カ
爲
眞
言

欺
。

五
六
、
馬
頭

、
、
、
、

〔
略
〕
此
事
似
焔
曼
徳
迦
法
。
雌
然
智
證
大
師
請
來
此
乘
牛
像
。

、

以
是
思
之
や
二
巻
儀
軌
有
店
朝
鍬
。

〆

六
一
、
如
意
輪

、
、
、

．
但
世
多
岡
遥
左
持
韮
花
右
説
法
印
之
像
。
今
石
山
寺
如
意
輪
是

、

也
・
當
子
先
所
引
如
意
輪
陀
雑
尼
經
所
説
像
。
〔
略
〕
、

、
、
、

右
所
引
二
特
像
與
石
山
寺
像
頗
有
相
違
。
從
昔
所
造
謹
二
祷
像
。

皆
右
手
作
施
無
長
。
左
手
於
膝
上
作
與
願
印
垂
下
。
左
足
坐
捲

、
、
、
、
℃
、

、
、
、
、
、

石
上
。
大
和
國
龍
蓋
寺
丈
六
如
意
輪
像
亦
同
之
。
東
大
寺
大
佛 い

■
■
『

（
保
延
五
年
正
月
六
日
の
條
）

、

蠅
勒
眞
言
事
。
〔
眞
言
略
〕
。
此
眞
言
無
本
論
。
只
有
金
剛
界
法

、
、

皇
次
第
井
安
然
對
受
記
言
云
〔
略
〕
梵
號
加
種
子
也
。
〔
略
〕

、（
保
延
二
年
二
月
五
日
の
條
）

、
、
、
、
～

馬
頭
乘
牛
像
二
巻
帆
有
之
。
智
證
大
師
又
此
像
請
來
之
。

（
巻
下
の
姉
）

二
巻
儀
軌
乘
牛
像
事
識
癖
麸
訓

（
保
延
元
年
十
二
月
二
十
日
の
條
）

、
、
、

、
、
、
、
、
、

世
間
施
願
二
手
像
名
石
山
線
也
。
而
三
井
寺
成
喜
院
有
仰
云
。

大
阿
開
梨
抄
云
。
二
僻
如
意
輪
右
手
與
願
左
手
持
蓮
華
。
此
像

、
、
、

、
、
、

、

出
十
喪
如
意
輪
經
。
即
石
山
像
是
也
丈
。
随
石
山
寺
焼
失
時
見

本
奪
像
右
手
持
蓮
花
三
華
也
。
一
華
上
安
如
意
珠
。
一
韮
開
敷、

蓮
花
。
一
輩
未
敷
也
。
仏
流
布
二
臂
像
全
異
石
川
像
欺
。
但
石

一
七
六

、
、
、
、

愛
茶
維
六
観
音
像
仁
海
僧
正
注
進
壯
云
。
依
先
師
口
僅
一
芸
仏

本
文
之
事
鍬
。

軸

｡

､



－
竺二

い
も

、
、
、

山
殴
左
方
如
意
輪
亦
同
之
乖
下
左
足
。
但
石
山
寺
焼
亡
之
時
。

寺
僧
拝
見
之
。
左
手
作
與
願
安
膝
上
乖
下
。
右
手
持
韮
花
。
花

上
安
如
意
賓
珠
。
其
花
華
分
三
枝
。
一
枝
未
開
花
。
今
一
枝
荷

葉
也
。

六
八
、
不
室
霜
索

但
三
本
經
但
言
三
目
八
僻
。
不
説
八
僻
持
物
。
依
何
可
丑
乎
。

、
、
、
、
、

愛
竿
牲
古
像
可
爲
證
本
。
昔
長
岡
右
丞
相
被
造
丈
六
像
。
其
像

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

安
置
興
幅
寺
南
凹
堂
。
弘
法
大
師
以
是
爲
本
妙
修
行
不
空
調
索

、
、

法
。
雛
験
掲
焉
。
藤
氏
子
今
仰
崇
彼
堂
。
故
付
彼
本
可
謎
也
。

三
目
八
悔
冠
中
有
立
化
佛
。
〔
略
〕
０

八
四
、
甑
茶
利

、
、

儀
帆
云
不
喉
。
次
説
本
尊
身
祁
應
四
面
四
梓
。
〔
略
〕

「
岡
像
紗
」
の
編
纂
過
椎
に
つ
い
て

私
云
。
〔
略
〕
叉
三
潅
經
初
所
説
眞
言
。
除
蹄
命
句
而
可
訓
之
。

’
I

、
、
、
、

良
辨
僧
正
建
立
也
。
彼
僧
正
所
迭
二
臂
如
意
輪
既
與
願
施
無
畏

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

也
。
今
在
東
大
寺
。
加
之
僧
正
師
義
淵
僧
都
建
立
龍
蓋
寺
如
意

、
、
、
、
、
、

輪
又
以
如
此
。
鋲
西
槻
世
昔
寺
如
意
輪
像
又
以
如
此
施
願
無
畏

也
。
未
勘
本
説
欺
。

（
保
延
元
年
十
二
月
十
四
日
の
條
）

三
目
八
件
像
味
児
嘩
髄
泗
叩
可
依
長
岳

右
承
机
南
側
堂
像
云
云

（
保
延
五
年
二
月
二
十
日
の
條
）

、
、
、
、
、

三
月
八
僻
奉
錘
不
黄
色
頂
上
有
立
化
佛
。
〔
略
〕
長
岳
右
丞
相
丈

、
、
、

六
岡
如
何
。
今
在
南
凹
堂
言
云

（
保
延
二
年
三
月
八
日
の
條
）

依
三
巻
儀
軌
可
修
之
也
・
〔
略
〕
端
眞
言
除
蹄
命
句
加
〔
梵
字
一

‐
、
、
、
、

字
〕
字
可
用
之
。
持
易
。
功
徳
殊
勝
。
仏
先
師
芳
源
阿
悶
梨
行

此
法
時
如
此
。

（
纒
下
の
始
）

、
、

。
‐
、
、
、
、

不
室
儀
軌
四
面
像
普
通
不
見
之
。
東
寺
誰
堂
一
面
八
僻
像
世
流

一
七
七

凸

’
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I
、

、
、

右
像
五
大
奪
中
不
兇
。
但
金
岡
筆
跡
五
大
鏡
中
謹
四
面
軍
茶
利

、
、
、
、

明
王
也
。
東
寺
講
堂
五
大
奪
中
軍
茶
利
一
面
八
件
。
逹
上
引
引

軌
文
。
依
何
文
乎
。
陀
雑
尼
集
經
第
八
云
。
〔
略
〕
趣
崎
惣
唯
邦

合
辨
堂

恢
。、
、
、
、

智
證
大
師
請
來
五
大
奪
中
軍
茶
利
一
面
八
僻
。
〔
略
〕

八
五
、
大
威
徳

胎
藏
岡
云
。
〔
略
〕

、
、
、
、

、
、
、
、
、

東
寺
沸
堂
五
大
奪
中
像
同
之
。
但
乘
臥
水
牛
上
。
三
井
寺
智
誰

、
、
大
師
五
大
愈
中
大
威
徳
。
不
結
印
持
弓
箭
。
以
蛇
爲
理
路
。
坐

水
牛
上
。
自
餘
如
上
。
〔
略
〕
八
字
文
殊
軌
云
。
〔
略
〕

八
六
個
金
剛
夜
叉

秘
軌
云
。
〔
略
〕

、
、

、
、
、
Ｅ

東
寺
五
大
奪
中
金
剛
藥
叉
形
依
此
文
也
・
〔
略
〕
智
誇
大
師
請
來

五
菩
薩
五
盆
怒
中
。
北
方
念
怒
尊
一
面
八
将
。
如
陀
雑
尼
集
經

烏
蓋
沙
腰
明
王
如
何
。

、
、

右
像
五
大
奪
中
不
兇
。
但
金
岡
筆
跡
五
大
鏡
中
謹
四
面
軍
茶
利

、
、
、
、

明
王
也
。
東
寺
講
堂
五
大
奪
中
軍
茶
利
一
面
八
件
。
逹
上
引
引

室
ｌ
』
二
卜
↑
て
芦
Ｌ
Ｌ
Ｕ

'1

（
保
延
二
年
三
月
五
日
の
條
）

四
面
八
特
像
伽
嚥
魍
是
束

寺
群
堂
様
也

一
面
四
僻
像
鋼
輝
瞬
畔
琴
烏

（
繼
下
の
始
）

も
、
９
ｂ

普
通
四
面
八
棒
趣
蓉
五
一
面
四
臂
率
塞
倦
餉
蔀
錘
鋤
蝿
坤
蝿
嶬

（
保
延
五
年
九
月
二
十
日
の
條
）

（
保
延
二
年
二
月
七
日
の
條
）

大
威
徳
事
。
所
乘
牛
郭
獅
酔
睡

、
、
、
、
、

〔
略
〕
智
證
大
師
様
本
尊
不
結
印
。
左
右
持
弓
箭
也
。

案
之
依
八
字
文
殊
儀
軌
欺
。

布
也
。
依
陀
維
尼
集
經
鍬
癖
季
巻

布
也
。
依
陀
維
尼
集
經
鍬
癖
季
巻

一
七
八

一
七
八

■
■
■
■
■
■
■
■
時
■
■
■
■
■
■
■
■
三
■
■

△
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一
○
七
、
四
天
王

、
、
、
、
、
、

私
云
。
此
四
天
身
色
何
。
東
大
寺
大
佛
殿
四
天
。
北
方
天
紺
青
。

、
、
、
、

東
方
天
青
色
。
南
方
赤
色
。
西
天
白
色
。
東
寺
講
堂
北
方
天
紺

、
、
、

色
。
右
手
持
塔
。
太
途
同
東
大
寺
様
欺
向
寺
可
勘
。
抑
此
四
天

身
色
不
読
陀
雑
尼
集
經
。
‐
又
胎
藏
呉
茶
雑
北
方
天
黄
色
。
餘
天

、
、
、

肉
色
。
依
何
文
東
大
寺
四
天
如
此
採
色
耶
。
答
。
是
陰
陽
家
方

色
也
。
陰
陽
云
。
南
方
火
赤
。
束
木
青
色
也
。
北
方
水
色
黒
色
。

西
方
金
白
色
也
。
依
之
爲
鎭
四
方
作
四
方
色
也
壼
密
教
説
水
白

色
也
。
此
天
色
不
依
眞
言
。
但
有
青
面
北
方
天
王
陀
雑
雌
法
。

、
、
、
、

仰
激
大
師
之
請
來
也
。
可
引
勘
之
。

叉
西
北
立
多
聞
天
。
東
北
持
國
。
東
南
増
長
天
。
西
南
方
肢
目
。

、
、
、
、
‘

是
一
様
也
。
但
向
東
寺
様
如
意
輪
寺
也
。

叉
商
北
西
方
天
。
東
北
北
方
天
。
東
南
東
方
天
。
西
南
方
輔
曇

、
、
、
、
、
、
、

天
。
是
束
大
寺
井
束
寺
講
堂
也
。

二
一
二
、
妙
見
菩
薩
。

、
、
、

本
棚
牲
古
岡
遜
妙
見
形
像
非
一
途
。
印
州
不
脚
。
帆
蠅
厳
寺
有

「
岡
像
紗
」
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て

I ’

（
保
延
二
年
四
月
四
日
の
條
）
・

本
朝
礼
古
岡
遊
妙
見
形
像
非
一
途
。
印
相
不
同
。

一
七
九

、
、
、
、

智
諦
大
師
五
大
奪
中
金
剛
夜
叉
代
用
烏
姦
澁
摩
事
。

（
保
延
二
年
十
月
二
十
三
日
の
條
）
・

四
天
王
事
。

、
、
、

但
線
色
不
同
也
。
集
經
不
説
之
故
也
。
東
大
寺
四
天
依
木
火
金

、
、
、

水
色
。
私
云
。
東
大
寺
四
天
色
。
胎
職
岡
云
。
北
方
天
紺
青
。

東
方
天
青
色
。
南
方
天
赤
色
。
西
方
天
白
色
。
問
。
是
依
何
如

此
哉
。
答
。
依
陰
陽
家
方
色
。
彼
云
。
南
方
火
赤
。
東
方
木
青
。

西
金
白
。
北
水
鶏
丈
。

但
密
教
水
白
色
也
。
此
天
色
不
依
眞
言
説
。
爲
鋲
四
方
作
四
方

、
、
、
、

色
也
。
世
間
有
青
面
北
方
天
王
陀
雑
尼
。
是
仰
教
大
師
之
請
來

也
。
可
引
勘
文
。
。

、
、
℃
、
、
、

立
様
。
南
向
堂
始
自
辰
巳
方
立
東
方
天
。
加
東
大
寺
井
束
寺
講

、

、
、
、
、

堂
。
束
向
堂
始
自
丑
寅
方
立
東
方
天
。
如
意
輪
寺
也
云
云

、
、
、

但
霊
厳
寺
有

I
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以
上
の
如
く
、
一
般
事
相
上
の
記
述
に
於
て
で
は
な
く
、
歴
史
上
の
共
磯
的
な
事
黄
の
記
述
に
於
て
斯
く
も
多
堂
に
一
致
し
、
而
も
妙

見
菩
薩
の
項
に
於
け
る
が
如
き
、
記
述
の
文
章
に
至
る
ま
で
全
く
加
一
致
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
明
か
に
悪
什
が
岡
像
紗
の
撰
述
に

關
係
が
あ
っ
た
こ
と
、
否
、
悪
什
こ
そ
が
専
ら
撰
集
の
任
に
當
つ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
充
分
證
擦
立
て
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
姓
四
十
三
）

殊
に
、
勝
語
集
を
筆
記
し
た
自
證
房
提
印
が
永
厳
の
舎
弟
で
あ
り
、
保
延
四
年
保
壽
院
に
於
て
仰
法
潅
頂
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
勝
語
集
の
保
延
五
年
九
月
二
十
日
の
條
に
、
「
於
保
課
院
湯
屋
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
て
、
當
時
悪
什
が
明
か
に
保
壽
院
平
等
房
永
厳
の

、

許
に
ゐ
た
こ
と
等
は
、
悪
什
が
眞
賞
の
撰
者
で
あ
ら
う
と
い
ふ
私
の
推
測
を
し
て
充
分
根
擴
あ
ら
し
め
て
ゐ
る
と
思
ふ
。

こ
の
鮎
よ
り
考
へ
て
、
醍
醐
寺
本
の
奥
書
に
、
「
奉
爲
上
皇
草
進
之
前
權
少
僧
都
永
嚴
」
と
あ
る
の
も
，
決
し
て
永
厳
が
自
ら

撰
集
の
任
に
當
つ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
亮
槻
法
印
の
記
事
の
示
す
如
く
、
永
厳
が
鳥
羽
上
皇
か
ら
圖
像
撰
集
の
勅
を
奉
受
し

て
悪
什
に
岡
像
妙
十
巻
を
撰
集
せ
し
め
た
の
で
あ
る
が
，
奥
書
に
は
、
永
厳
が
監
修
の
任
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
自
ら
の
名
を
記
し
た
も

の
で
あ
ら
う
。

等
身
木
像
。
左
手
當
心
持
如
意
喪
。
右
手
作
興
願
。
太
底
同
吉

群
天
女
像
。
又
奪
星
王
帆
説
様
奄
可
見
彼
文
。

卜

Ｉ

一
八
○

等
身
木
像
。
左
手
営
心
持
如
意
黄
。
右
手
作
與
願
。
太
底
伺
吉

群
天
女
像
。
叉
愈
坐
王
読
様
奄
可
見
彼
文
。

（
保
延
六
年
八
月
廿
六
日
の
條
）

〔
全
く
同
文
再
出
〕

堂

、
一

1



こ
の
經
緯
が
、
既
に
鎌
倉
初
期
の
篤
本
た
る
常
樂
院
本
の
奥
書
に
、

平
等
房
十
巻
抄
言
云
眞
資
一
又
悪
什
間
梨
集
之

と
な
っ
て
現
れ
た
の
で
ば
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
現
存
の
爲
本
に
一
つ
と
し
て
悪
什
の
銘
記
あ
る
も
の
の
存
在
し
て
ぬ
な
い
こ

と
は
、
遼
憾
で
あ
る
と
共
に
、
ま
た
不
可
解
で
も
あ
る
。

註
三
十
五
密
激
大
酔
典
、
佛
家
人
名
僻
書
、
錬
塞
照
。

●

誰
三
十
六
踵
言
宗
全
書
第
三
十
九
巻
頁
七
六
（
参
照
頁
九
五
）

註
三
十
七
同
上
第
三
十
九
巻
頁
二
一

註
三
十
八
同
上
第
三
十
九
巻
頁
三
三

註
三
十
九
同
上
第
三
十
九
繼
頁
八
一

、

註
四
十
同
上
第
二
十
一
巻
頁
一

註
四
十
一
同
上
第
二
十
一
怨
頁
二

註
四
十
二
「
兜
祁
妙
」
（
佛
教
全
巻
本
第
一
頁
一
二
ハ
ー
ニ
〕
及
び
「
白
喪
口
妙
」
第
三
十
五
（
大
正
岡
像
鋪
六
巻
頁
五
一
四
）
等
参
照
。

註
四
十
三
血
脈
類
集
記
第
五
、
永
雌
付
法
の
條
（
喚
言
宗
全
書
第
三
十
九
巻
頁
一
○
八
）
及
び
同
鋪
五
、
兇
印
の
條
（
同
上
頁
一
三
一
）
参
照
。

悪
什
が
永
厳
と
の
如
何
な
る
法
流
の
争
ひ
に
よ
っ
て
臓
澤
を
去
っ
た
か
明
か
で
な
い
が
、
併
し
、
先
き
に
も
述
べ
た
如
く
、
秘
密
事
相

に
開
す
る
一
大
論
争
の
火
裁
を
切
り
、
束
密
に
於
て
始
め
て
光
明
眞
一
画
法
を
修
し
た
程
の
悪
什
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
醜
醐
に
於
て
新
た
に

「
岡
像
妙
」
の
編
纂
迦
椎
に
つ
い
て
一
八
一

4

結
語
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一
八
二

岡
像
妙
を
編
纂
す
る
に
際
し
て
は
、
彼
の
豊
か
な
知
識
を
傾
け
て
、
前
の
岡
像
妙
よ
り
は
よ
り
内
容
豊
か
な
も
の
を
作
っ
た
で
あ
ら
う
こ

と
、
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
豊
か
に
さ
れ
た
内
容
が
、
常
樂
院
本
そ
の
他
に
於
て
、
多
趣
の
裏
書
若
く
は
新
篤
に
よ
る
補
足
と
な
っ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
ふ
・

以
上
、
岡
像
妙
の
著
者
、
１
１
永
厳
か
悪
什
か
の
問
題
に
對
し
て
幾
干
か
の
寄
與
を
な
し
得
て
ゐ
れ
ぱ
幸
ひ
で
あ
る
。

（
昭
和
一
三
・
一
○
・
二
三
）

一
八
二

岡
像
妙
を
編
纂
す
る
に
際
し
て
は
、
彼
の
豊
か
な
知
識
を
傾
け
て
、
前
の
岡
像
妙
よ
り
は
よ
り
内
容
豊
か
な
も
の
を
作
っ
た
で
あ
ら
う
こ

岡
像
紗
（
十
繼
抄
）
の
著
者
が
、
平
等
房
永
厳
で
あ
る
か
、
勝
定
房
悪
什
で
あ
る
か
と
い
ふ
問
題
に
對
し
て

一
、
永
厳
を
著
者
と
想
定
す
べ
き
最
も
古
い
有
力
な
賓
料
は

イ
、
醍
醐
寺
所
藏
の
鎌
倉
初
期
建
久
四
年
書
嘉
の
十
巻
抄
の
奥
書
に
、
永
厳
が
保
延
五
年
秋
か
ら
六
年
春
に
か
け
て

鳥
羽
上
皇
の
御
爲
め
に
草
進
し
た
と
記
し
て
あ
る
こ
と

●

ロ
、
及
び
、
阿
娑
縛
抄
の
序
文
の
抄
中
所
引
書
の
項
に
，
「
十
巻
抄
東
寺
永
雌
噛
都
抄
」
（
大
正
岡
像
第
八
巻
頁
七
四
四
）
と
あ
る
こ
と

で
あ
り

二
、
他
方
、
、
悪
什
を
著
者
と
老
ふ
る
べ
き
最
も
有
力
な
根
擦
は
、

イ
、
別
奪
雑
記
の
著
者
心
疑
が
、
法
流
の
上
で
は
永
嚴
と
同
じ
保
壽
院
流
を
票
け
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
著
書
の
中
で
悪
什
の

論
と
し
て
十
巻
抄
の
全
部
を
殆
ん
ど
そ
の
ま
Ｌ
引
用
し
て
ゐ
る
と
と

追
補

Ｉ
ゞ
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ロ
ー
及
び
、
錨
禅
妙
、
四
家
妙
固
像
に
も
。
「
悪
什
日
」
と
し
て
十
巻
抄
を
盛
ん
に
引
用
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
對
し
て
私
は
、
「
相
承
尊
法
等
目
鋒
」
中
の
記
事
や
故
小
野
玄
妙
博
士
の
研
究
に
示
唆
を
得
て
、
十
巻
抄
に
心
永
嚴
抄
と

悪
什
抄
と
の
二
種
を
唾
別
し
、
こ
れ
等
を
、
四
家
妙
圃
像
中
の
「
悪
什
記
日
」
と
し
て
引
用
せ
る
部
分
と
比
較
對
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

雨
十
巻
抄
の
差
異
一
と
明
か
に
し
，
更
に
、
こ
れ
を
悪
什
の
「
勝
語
集
」
と
比
較
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悪
什
こ
そ
十
巻
抄
の
眞
責
の

著
者
で
あ
ら
う
と
い
ふ
結
論
に
逹
し
た
。
即
ち
、
悪
什
は
、
始
め
御
室
庚
澤
に
於
て
、
勅
命
を
奉
じ
た
永
嚴
の
監
修
の
下
に
、
十
巻
抄
の

編
纂
を
賞
際
に
据
當
し
た
で
あ
ら
う
、
併
し
、
恐
ら
く
は
法
流
の
季
ひ
に
よ
っ
て
、
糊
修
寺
に
去
り
、
毛
と
で
も
亦
新
た
に
、
第
二
の
、

よ
り
内
容
の
豊
か
な
十
巻
抄
を
箸
は
し
た
で
あ
ら
う
と
い
ふ
結
論
で
あ
っ
た
。
、
．

そ
の
後
私
は
折
に
鯛
れ
關
係
の
文
献
を
渉
猟
し
て
ゐ
る
中
に
、
、
若
干
の
新
養
料
を
加
へ
る
こ
と
が
出
來
、
就
中
、
今
ま
で
明
瞭
を
訣
い

て
ゐ
た
悪
什
の
傳
記
中
の
一
三
の
重
要
な
黙
に
つ
い
て
、
幾
分
の
解
明
を
與
へ
得
る
に
至
っ
た
。

第
一
に
、
先
き
の
論
證
に
於
て
は
、
（
永
厳
が
贋
灘
仁
和
寺
に
ゐ
た
こ
と
は
、
「
血
脈
類
集
記
」
「
借
綱
補
任
」
等
に
よ
っ
て
明
か
で
あ

る
が
、
）
悪
什
が
始
め
廣
澤
に
ゐ
た
こ
と
の
證
擦
は
、
僅
か
に
「
勝
語
集
」
の
保
延
五
年
九
月
二
十
日
の
條
に
「
於
保
森
院
湯
屋
」
と
あ

る
記
事
の
み
で
あ
っ
た
が
、
然
る
に
、
鎌
倉
初
期
の
久
通
僧
正
の
「
参
語
集
」
の
次
の
記
事
（
大
日
本
史
料
、
墓
一
編
之
八
、
頁
三
○
九
、

長
治
二
年
十
一
月
十
八
日
の
條
に
引
用
）
に
よ
っ
て
、
悪
什
が
始
め
庇
澤
に
ゐ
た
こ
と
も
愈
：
明
瞭
で
あ
る
。
・

中
御
室
〔
兇
行
法
親
王
〕
仁
和
寺
入
御
之
時
、
以
勝
定
坊
〔
忠
什
〕
被
定
御
師
範
畢
、
彼
〔
忠
什
〕
住
房
〈
衣
笠
ノ
瀧
一
一
大
和
堂
ト

テ
ァ
リ
、
而
依
召
被
参
北
院
〔
下
略
〕
。

「
岡
像
紗
」
の
編
纂
過
樫
に
つ
い
て
一
八
三

■
■
■
■
■
■
■
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第
二
に
、
先
き
の
論
證
に
於
て
は
、
恵
什
が
鋤
修
寺
に
去
っ
た
こ
と
の
確
證
が
學
げ
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
が
、
「
畳
禰
妙
」
第
六
十
九

巻
随
求
の
形
像
事
の
條
（
大
正
圖
像
第
五
巻
頁
九
七
）
に
、

棚
修
寺
法
務
硯
臓
抄
云
、
天
養
元
年
十
二
月
七
日
、
悪
什
阿
間
梨
來
語
云
，
随
求
八
印
舌
云
§

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悪
什
が
、
少
く
と
も
天
養
元
年
（
皇
紀
一
八
○
四
）
以
前
に
於
て
糊
修
寺
に
去
っ
た
こ
と
を
推
定
し
得
る
。

後
年
の
記
録
で
は
あ
る
が
、
瑞
蚕
（
元
除
八
年
ｌ
明
和
五
年
）
の
「
安
流
体
授
紀
要
」
第
十
八
巻
諸
明
王
部
上
、
金
剛
夜
叉
の
部
（
眞

術
、
こ
の
「
勝
語
集
」
の
記
事
は
、
殆
ん
ど
そ
の
ま
上
、
心
提
の
「
鶴
珠
妙
」
巻
下
一
、
徐
砺
電
怖
事
の
項
（
眞
言
宗
全
書
第
三
十
六

巻
頁
二
七
八
）
に
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
。

一
八
四

そ
の
上
、
恵
什
の
「
勝
語
集
」
下
、
保
延
五
年
正
月
六
日
の
條
（
大
正
大
蔵
經
第
七
十
八
巻
瓦
一
二
六
上
）
の
次
の
記
事
も
亦
、
悪
什

が
始
め
庇
澤
に
ゐ
た
こ
と
、
そ
し
て
兇
行
法
親
王
と
密
接
な
關
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

ノ

リ
テ

先
年
中
御
室
〔
尭
行
法
親
王
〕
時
、
依
二
御
誠
經
一
参
二
烏
調
殿
一
般
前
自
二
御
室
一
以
二
後
與
阿
淵
梨
一
令
レ
問
云
、
近
來
砺
遮
顔
也
、
価
院

シ
ナ
ニ
カ
ヲ

恐
思
食
、
何
經
儀
軌
説
二
此
法
一
耶
、
被
二
間
下
で
之
，
當
席
答
人
無
し
之
、
如
何
、
印
余
申
云
、
最
勝
王
經
第
七
如
意
賓
珠
品
陀
雑
尼

説
二
此
事
《
御
感
無
し
極
。
．

言
宗
全
書
第
三
十
五
巻
頁
九
一
）
に
、

ノ
ノ

ノ
卜

勝
定
房
、
信
挫
阿
闘
梨
慧
什
也
、
有
二
諸
尊
岡
挫
紙
《
云
二
慧
什
十
巻
妙
《
（
中
略
）
糊
修
寺
淨
土
院
（
下
略
）
。

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
考
へ
て
も
、
悪
什
は
、
糊
修
寺
の
、
↑
而
も
浄
土
院
に
移
り
住
ん
だ
も
の
と
老
へ
ら
れ
る
。

０
■
■
ｑ
Ｊ
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｡



恵
什
が
天
養
元
年
頃
勧
修
寺
に
去
っ
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
先
き
に
推
定
し
た
第
二
の
、
よ
り
詳
し
い
十
巻
抄
の
編
纂
さ
れ
た
年
代

も
、
凡
そ
天
養
元
年
（
一
八
○
四
）
前
後
、
即
ち
、
最
初
の
十
巻
抄
の
編
纂
さ
れ
た
保
延
五
・
六
年
（
一
七
九
九
・
一
八
○
○
）
を
距
や

こ
と
数
年
後
と
い
ふ
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

第
三
に
、
私
は
、
岡
像
妙
草
進
の
勅
命
を
奉
じ
た
の
は
永
嚴
で
あ
っ
た
が
、
寅
際
に
は
、
そ
の
編
纂
の
任
に
當
つ
た
も
の
は
悪
什
で
あ

っ
た
で
あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
を
、
雷
證
的
に
比
較
研
究
の
上
結
論
し
た
の
で
あ
る
が
、
偶
然
に
も
こ
の
私
の
結
論
と
相
一
致
す
る
興
味
あ

る
古
文
献
に
邇
遇
し
た
の
で
、
こ
Ｌ
に
紹
介
す
る
声
」
と
生
す
る
恥

動
潮
（
箪
杢
ハ
年
Ｉ
寛
政
七
年
）
の
「
三
賓
院
流
洞
泉
相
承
口
訣
」
の
巻
第
七
、
定
光
佛
法
の
項
（
眞
一
言
宗
全
書
菫
一
千
三
巻
頁
二
○

二
）
に
、

卜
（
ノ
ト
カ
ナ
ル
ニ
ス
ル
ナ
ル
カ
ニ
レ
ハ
ニ
ノ

十
巻
岡
像
抄
作
者
事
。
或
云
二
勝
定
房
悪
什
作
↓
或
云
卒
等
房
氷
嚴
作
毛
何
是
耶
。
今
謂
奮
撰
出
者
。
悪
什
故
。
約
二
賞
義
一
悪
什
作

ノ（
テ
ニ
テ
ス
ル
ニ
ノ
ハ

也
。
又
約
下
依
二
院
宣
一
書
成
上
進
上
平
等
房
作
也
。
費
融
〔
喪
治
元
年
ｌ
暦
應
二
年
〕
誇
談
抄
云
。
勝
定
房
十
程
抄
一
向
岡
像
也
。
但
此

ノ
ハ
ノ
〈
ノ
ヲ
二
テ

岡
像
作
者
半
等
房
氷
嚴
也
。
其
故
可
し
書
進
諸
奪
岡
像
一
之
由
。
自
二
白
河
院
一
有
一
一
勅
命
↓
愛
平
等
屍
誹
一
甥
勝
定
屍
悪
什
阿
棚
梨
一
撰
出

テ
シ
テ
ノ
ト
一
一
ヌ
テ
ニ
フ
ノ
ト

功
了
。
爲
一
卒
等
混
作
一
及
二
進
覧
毛
故
知
黄
義
者
悪
什
作
也
。
付
二
上
進
一
云
卒
等
房
作
一
欺
云
食
・

と
あ
る
。
（
但
し
、
文
中
「
自
二
白
河
院
一
有
二
勅
命
一
」
と
あ
る
の
は
、
醍
醐
寺
本
十
巻
抄
の
奥
書
か
ら
考
へ
て
、
鳥
羽
院
の
誤
り
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
尚
、
惑
什
が
永
厳
の
甥
で
あ
る
か
否
か
は
渋
だ
疑
問
で
あ
る
。
）

！ 「
岡
像
紗
」
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て

弓

I

一
八
五

、

1



I

、

一
恥
八
六

以
上
を
以
て
、
我
が
國
に
於
け
る
佛
教
岡
像
集
の
中
、
現
存
竣
古
の
も
の
た
る
間
像
妙
の
編
纂
の
經
緯
に
開
す
る
と
の
研
究
を
一
應
畢

る
こ
と
‐
Ａ
す
る
。

機
會
を
改
め
て
，
よ
り
廣
い
観
黙
か
ら
、
一
般
に
我
が
閥
に
於
け
る
佛
教
圃
像
集
編
纂
の
歴
史
的
發
展
や
、
そ
れ
と
聯
關
し
て
、
特
に
、

白
描
岡
像
の
美
術
史
的
並
び
に
精
榊
史
的
意
味
を
研
究
し
た
い
と
念
っ
て
ゐ
る
。
（
昭
和
一
四
・
一
二
．
吾

｜

｜
’

I
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